
『六
祖
壇
経
」
と
華
厳
思
想

-

敦
煙
本

『
六
祖
壇
経
』
の
無
相
戒
の
思
想
と
華
厳

の
性
起
思
想

華
厳
学
研
究
所
長

小

島

岱

山

は
じ
め
に
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即
今
即
処
に
お
い
て
自
己
自
身
が
善
法

(11
大
慈
大
悲
)
を
行
ず
る
こ
と
、
こ
れ
が

『六
祖
壇
経
』
(以
下
、
『壇
経
』
と
略
称
)
の
無

相
戒

の
具
体
的
意
味

で
あ
る
。
念
念
に
善
法
を
実
践
す
る
自
己
は
、
そ
の
つ
ど
善
法
の
当
体
そ
の
も
の
と
な
る
が
故
に
、
即
時

に
人
間
界

を
超
越
し
て
大
宇
宙
の
世
界

へ
と
雄
飛
す
る
。
大
宇
宙
そ
の
も
の
と
な

っ
た
自
己
自
身
は
虚
空
の
如
き
自
己
自
身
に
遭
遇
し
、
自
ら
の
性

の
空

な
る
こ
と
と
、
自
ら
の
相
の
無
な
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。
と
同
時
に
、
性

の
空
な
る
自
己
、
相
の
無
な
る
自
己
は
、
同
じ
く
虚
空

の

如
く
、
大
宇
宙
の
果
ま
で
も
偏
満
し

一
切
時

一
切
処
に
存
在
し
て
い
る
自
己
自
身
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
思
い
到
る
。
自
己
自
身
は
大

宇
宙

の
如
く
、
大
虚
空
の
如
く
、

一
切
皆
空
、

一
切
皆
無
で
あ
り
な
が
ら
、

一
切
時

一
切
処
に
存
在
し
、

一
切
時

一
切
処

に
存
在
し
な
が

ら
、

一
切
皆
空
、

一
切
皆
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
五
台
山
系
華
厳
の
性
起
思
想
の
精
髄
で
あ
る
。
こ
の
性
起
思
想
は
中
国
仏
教

　

　

　

　

が
辿

り
つ
く
こ
と
の
出
来
た
最
高
度
の
唯
心
思
想
で
あ
る
と
言

っ
て
良
く
、
八
世
紀
中
頃
以
降
の
あ
ら
ゆ
る
中
国
仏
教
思
想

の
原
理
的
根

(
1

)

拠
に
な

っ
て
い
る
。

『壇
経
』
の
無
相
戒
の
思
想
は
勿
論

の
こ
と
、
南
宗
禅
思
想
の
原
理
的
根
拠
も
ま
た
、

こ
の
五
台
山
系
華
厳
の
性
起
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思
想
に
存
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

『華
厳
経
』
は
仏
陀
の
覚
証
の
世
界
を
直
説
す
る
経
典

で
あ
り
、
我
々
衆
生
を
し
て
大
宇
宙
の
生
命
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
感
得
せ
し
め
る

経
典

で
あ
る
。
大
宇
宙
の
霊
気
、
大
自
然
の
息
吹
を
我
々
の
身
心
の
す
み
ず
み
に
ま
で
滲
み
渡
ら
せ
て
く
れ
る
経
典

で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
あ
の
広
大
な
る
中
国
大
陸
、
天
と
地
と
の
迫
力
を
身
を
も

っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
中
国
大
陸
に
生
き
る
中
国
民
族

は

『華
厳
経
』

の
心
を
、
い
ち
は
や
く
体
解
す
る
こ
と
が
出
来
、
自
ら
の
宗
教
思
想
の
根
底
に
華
厳
の
思
想
を
置
く
こ
と
が
出
来
た

の
で
あ
る
。
中
国
の

四
大
愚

を
は
じ
め
・
中
国
各
地

の
仏
教
寺
院
や
石
窟
寺
院
・
あ
る
い
は
中
国
大
陸
の

一
部
と
言

っ
て
も
よ
い
韓
半
島

の
仏
教
寺
院
を
訪

ね
る
な
ら
ば
直
ち
に
理
解

で
き
る
よ
う
に
、
日
本
を
除
く
東

ア
ジ
ア
諸
国
の
仏
教
は
華
厳
の
思
想
を
基
調
と
す
る
仏
教
な
の
で
あ
る
。

中
国
仏
教
を
代
表
す
る
南
宗
禅
が
、
そ
の
思
想
的
根
拠
を
華
厳
思
想
に
求
め
た
と
い
う
こ
と
は
余
り
に
も
当
然

の
こ
と
な

の
で
あ
り
、

何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
事
実
に
気
づ
く
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
来
た
従
来

の
禅
思
想
研
究
の
方

が
、
よ
ほ
ど
摩
詞
不
思
議
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
本
拙
論
で
取
り
挙
げ
る

『壇
経
』
に
限

っ
て
言
え
ば
、
従
来

の

『壇
経
』
研
究
は

(
3
)

日
本
人
に
依
る
日
本
的
感
覚
の

『壇
経
』
研
究
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
4
)

さ
て
、
筆
者
は
既
に
拙
論
、
「
『六
祖
壇
経
』
の
思
想
と
華
厳
の
思
想
」
に
お
い
て

『壇
経
』
に
と

っ
て
最
重
要
な

る
思
想

で
あ
る
、
無

相
戒
の
根
本
思
想
は
、
華
厳
の

『妄
壼
還
源
観
』
(以
下
、
『還
源
観
』
と
略
称
)

の
思
想
、
な
い
し
は

『還
源
観
』
的
思
想
、
す
な
わ
ち

華
厳
の
性
起
思
想

で
あ
る
と
論
じ
て
お
い
た
。
本
拙
論
で
は
さ
ら
に
詳
し
く
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
論
ず
る
こ
と
に
し

た
い
。

敦
燈
本

『壇
経
』
の
最
古
層
に
属
す
る
部
分
は
、
鈴
木

・
公
田
校
訟
聴

の
分
段
番
号
で
言

え
ば
、

〔二
〇
〕

帰
依
自
三
身
仏
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〔二

一
〕

四
弘
誓
願

〔二
二
〕

無
相
俄
悔

〔二
三
〕

無
相
三
帰
依
戒

〔二
四
～
六
〕

摩
詞
般
若
波
羅
蜜

で
あ

る
と
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
柳
田
聖
山
氏
は
、
「
こ
の
部
分
が
後
世

の
附
加
や
改
編
を
受
け
ぬ
最
古

の
層

に
属
す
る
こ
と

(
6
)

を
示

し
、
壇
経
成
立
の
歴
史
的
意
味
を
物
語
る
と
言

っ
て
よ
い
」
と
述

べ
て
い
る
。
敦
煙
本

『
壇
経
』
は
ま
さ
に
こ
の
部
分
か
ら
出
発
し

た
の

で
あ
り
、
こ
の
部
分
の
思
想
こ
そ
が
敦
燈
本

『
壇
経
』
の
根
本
思
想
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
部
分

は
、

「後
世

の
附
加

や
改
編
を
受
け
ぬ
最
古
の
層
に
属
す
る
」
部
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「壇
経
成
立
の
歴
史
的
意
味
を
物
語
る
と
言

っ
て
よ
い
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
『壇
経
』
の
原
本
の
思
想
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
最
も
大
き
い
部
分
で
も
あ

る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

な

お
、
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
の
部
分
の
う
ち
、
〔二
六
〕
の
全
文
を
柳
田
聖
山
氏
は
五
門
戒
儀
の
中
に
含
め
て
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
既
に
小
川
隆
氏
が
楓
概

し
て
い
る
よ
う
に
、
〔二
六
〕
の
中
の
後
半
部
分
、
す
な
わ
ち
、
「善
知
識
、
摩
詞
般
若

波
羅
蜜
最
尊
、
最

上
第

一
、
…
…
」
以
下
は
、
『南
宗
定
是
非
論
』
の

『金
剛
経
』
宣
揚
説
の
部
分
の
改
変

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ

の

〔二
六
〕

の
後

半
部
分
は

『壇
経
』
の
原
本
に
は
存
在
し
な
か

っ
た
部
分
で
あ
り
、
五
門
戒
儀
か
ら
は
取
り
除
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

さ
て
、

〔二
〇
〕
か
ら

〔二
四
～
六
前
半
〕
ま
で
の
五
門
戒
儀

の
部
分
の
う
ち
、
は
じ
め
に

〔二
〇
〕
か
ら

〔二
三
〕

の
部
分
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
〔二
〇
〕
か
ら

〔二
三
〕
ま
で
の
う
ち
で
最
も
重
要
に
し
て
根
本
の
思
想
が

語
ら
れ
て
い
る
部

分
は
、
な
ん
と
言

っ
て
も
や
は
り

〔二
〇
〕
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の

〔二
〇
〕
の
段
に
つ
い
て
柳
田
聖
山
氏
は
、
「就

中
、
最
初
の
帰
依

自
三
身
仏
の

一
段
は
、
恐
ら
く
他
の
何
れ
の
授
戒
儀
に
も
見
当
ら
ぬ
も
の
で
、
(中
間
省
略
)
、
重
要
な
意
義
を
有

っ
て
居
り
、
壇
経
の
戒

儀
の
独
自
の
特
色
を
な
す
も
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

〔二
〇
〕
の
、
こ
の
帰
依
自
三
身
仏
の
部
分
に
こ
そ
敦
煙
本

『壇
経
』
の
独
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(
8
)

自

の
思
想
、
す
な
わ
ち
根
本

の
思
想
が
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

こ
の
帰
依
自
三
身
仏
の

う
ち
で
、
そ
の
最
重
要
な
る
根
本
思
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
清
浄
法
身
仏
の
部
分

で
あ
る
。

(
9
)

さ
て
、
そ
の
清
浄
法
身
仏
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
敦
燵
本

『壇
経
』
に
、
「万
像
参
羅
、

一
時
皆

現
」
と
あ
る
。

こ
の

言
葉
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
華
厳
の
、
「
万
象
森
羅
、

一
時
嫡
現
」
の
思
想
、
す
な
わ
ち
海
印
三
昧

の
思
想

に
由
来
す

る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
海
印
三
昧

の
思
想
は
、
筆
者
が
言
う
と
こ
ろ
の
性
起
思
想
を
具
体
的
に
言
い
表
す
ひ
と

つ
の
思
想

で
も
あ
る
。

マ
マ
マ
マ

(10

)

さ
ら
に
、
敦
煙
本

『壇
経
』
に
は
、
「
何
名
清
浄
身
仏
、
善
知
識
、
世
人
性
本
自
浄
、
(中
間
省
略
)
、
白
姓
常
清
浄
」、

「世
人
性
浄
猶

(11

)

如
清
天
」
と
あ
り
、
衆
生
の
本
性
は
清
天

(虚
空
)
の
如
き
自
性
清
浄
な
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し

て
、
「
ロ
バ
為
雲
覆
蓋
、

マ
マ

(
21
)

マ
マ

マ
マ

マ
マ

(中
間
省
略
)、
不
能
了
見
日
月
西
辰
、
忽
遇
恵
風
吹
散
巻
壷
雲
霧
、
万
像
参
羅
、

一
時
皆
現
」
、
「吹
卸
名
妄
、
内
外
名
徹
、
於
自
姓
中
、

(13
)

万
法
皆
見
」
と
あ
る
通
り
、
迷
妄
な
る
煩
悩
の
雲
霧
が
取
り
払
わ
れ
て
自
性
清
浄
な
る
存
在
と
な

っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
万
法
が

一
時
に
顕

現
す
る
と
あ
り
、
自
性
清
浄
の
思
想
と
海
印
三
昧
の
思
想
と
が
、
直
接
的
に
、
か

つ
明
確
な
か
た
ち
で
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
海
印
三
昧
の
場
合
と
全
く
同
様
に
、
万
法
が

一
時
に
顕
現
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
筆
者
の
言
う
性
起
思
想

の
大
き
な
特
徴
の
ひ

と

つ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
万
法
が

一
時
に
頓
に
顕
現
す
る
と
い
う
思
想
は
、
同
じ
く
自
性
清
浄
心
を
強
調
す
る

『起
信
論
』
に
は

一
切

全

く
存
在
し
な
い
。

ま
た
、
何
故
に
迷
妄
な
る
煩
悩
の
雲
霧
が
取
り
払
わ
れ
て
自
性
清
浄
な
る
状
態
に
な
る
と
万
法
が

一
時
に
頓
に
顕
現
す
る
こ
と
に
な
る

マ
マ
(
41

)

マ
マ

マ
マ
マ
マ

(
拓

)

マ
マ
(16

)

の
か
と
言
え
ば
、
敦
煙
本

『壇
経
』
に
、
「万
法
在
自
姓
」、
「
一
切
法
蓋
在
自
姓
、
白
姓
常
清
浄
」、
コ

切
法
自
在
姓
」

と
あ
る
よ
う
に
、

自
性
清
浄
な
る
と
こ
ろ
に
は
も
と
も
と
万
法
が
摂
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
思
想
に
つ
い
て
は

『
起
信
論
』
に
も
存
在
す
る
。

華
厳
教
学
に
お
い
て
、
自
性
清
浄
の
思
想
と
海
印
三
昧
の
思
想
と
を
直
接
的
に
、
か

つ
明
確
な
か
た
ち
で
結
び

つ
け
た
論
書
は

『還
源

(
17
)

観
』
で
あ
る
。
『
還
源
観
』
で
は
、
自
性
清
浄
円
明
体
の
用
と
し
て
、
海
印
森
羅
常
住
用
と
法
界
円
明
自
在
用
と
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

(18
)

し
か
も
、
「妄
書
心
澄
、
万
象
斉
現
」
と
言

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
性
清
浄
な
る
と
こ
ろ
に
は
万
法
が
摂
せ
ら
れ

て
い
る
と
い
う

こ
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と
に

つ
い
て
は
、
『還
源
観
』
は

『法
句
経
』
の
言
葉
と

『起
信
論
』
の
言
葉
と
を
引
用
し
て
、

「森
羅
及
万
象
、

一
法
之
所
印
、
量
二

(
19
)

法
者
所
謂

一
心
也
。
是
心
即
摂

一
切
世
間
出
世
間
法
」
と
述
べ
て
い
る
。

敦
煙
本

『壇
経
』
の
最
古
層
を
な
す
と
さ
れ
る
無
相
戒
に
関
す
る
部
分

の
根
本
思
想
、
そ
の
中
で
も
取
り
わ
け
重
要
な
清
浄
法
身
仏
に

関
す
る
部
分
の
根
本
思
想
は
、
明
ら
か
に

『
還
源
観
』
の
思
想
、
な
い
し
は

『還
源
観
』
に
代
表
さ
れ
る

『
還
源
観
』
的
思
想
、
す
な
わ

ち
華
厳

の
性
起
思
想
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
従
来
の

『
壇
経
』
に
関
す
る
如
何
な
る

研
究
論
文
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
し
て
こ
の
事
実

の
持

つ
意
味
は
誠
に
重
大
で
あ
る
。

今
、

こ
こ
に
二
、
三
例
を
挙
げ
て
こ
の
事
実
の
持

つ
意
味
の
重
大
さ
を
考
え
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
、
柳
田
聖
山
氏

は
、
『
初
期
禅
宗

史
書

の
研
鐡
甘
の
中

で
、
「
敦
煙
本

『
壇
経
』
の
最
古
層
を
な
す
独
自
な
自
性
無
相
戒
の
思
想
を
、
南
北
両
宗
と
流
れ

を
別

つ
第
三
の
牛

頭
系

の
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『壇
語
』
と
敦
燵
本

『壇
経
』
の
矛
盾
を
解
き
得
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述

べ
て
い
る
。

し
か

.

(
21

)

し
な
が
ら
、
牛
頭
法
融

(五
九
四
ー

六
五
七
)
、
な
い
し
は
牛
頭
系
の
禅
者
の
作
で
は
な
い
か
と
見
倣
さ
れ
て
い
る

「
心
銘
」
に
も
、
或

は

『
絶
観
識
甘
に
も
、
敦
煤
本

『壇
経
』
の
無
相
戒
の
思
想
を
表
す
上
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る

「自
性
」
と
い
う
言
葉

も
、
「自
性
清
浄
」
と
い
う
言
葉
も

一
切
見
当
た
ら
ず
、
ま
し
て
や
自
性
清
浄
な
る
と
こ
ろ
に
万
法
が

一
時
に
顕
現
す

る
な
ど
と
言

っ
た

(
23
)

思
想
は
全
く
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
は
ま
た
、
『宗
鏡
録
』
に
顕
れ
る
牛
頭
禅
系
の
人
物
の
思
想
に
お
い
て
も
事
情
は
全
く
同
様

で
あ
る
。

自
性
無
相
戒
の
思
想
、
特
に
そ
の
中

の
清
浄
法
身
仏
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
牛
頭
禅
系
の
思
想
と
は
全
く
無
縁
の
も

の
と
言
わ
ざ
る
を

得
ず
、
残
念
な
が
ら
柳
田
聖
山
氏
の
仮
説
は
、
敦
燵
本

『壇
経
』
の
無
相
戒
に
関
す
る
思
想
内
容

の
研
究

の
立
場
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
全

く
意
味
を
為
さ
な
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
舞

・
後
に
詳
し
く
論
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
・
自
性
無
相
戒
の
思
想
は
、

ひ
と
え
に
李
通
玄

(六

三
五
-
七
三
〇
・
ま
た
は
六
四
⊥↑

七
四
〇
)
に
よ

っ
て
大
成
さ
れ
た
五
台
山
系
華
雷

灘

に
お
け
る
性
起
思
想

の
上
に
、

『
起
信

う

わ

の

論
』

の
思
想
を
上
載
せ
し
た

『
還
源
観
』
の
思
想
、
す
な
わ
ち
華
厳
の
性
起
思
想
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
無
相
戒
の
思

想
的
研
究
、
ひ
い
て
は

『
壇
経
』
全
体
の
思
想
的
研
究
は
、
今
後
、
こ
の
様
な
華
厳
の
立
場
か
ら
是
非
と
も
究
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
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い

も

の

と
思

う
。

ま
た
、
柳
田
聖
山
氏
は
・
仏
光
山
国
際
禅
学
会
議
に
お
け
る

『主
題
演
遡

の
中
で
・
「
と
り
わ
け
・
鈴
木
大
拙

の
少
室
逸
書
に
収
め

る

(南
陽
)
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語

(以
下
、
壇
語
と
略
称
)
は
、
六
祖
壇
経
の
本
文
研
究
に
と

っ
て
、
決
定
的
な
資
料
の
は

ず

で
あ
る
。
壇
語
よ
り
壇
経

へ
で
あ

っ
て
、
そ
の
逆
で
は
あ
り
え
な
い
。
〈壇
〉
の
字
の
解
明
が
、
問
題
の
鍵
で
あ

る
」
と
宣
言
し

て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
が
前
述
し
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
敦
煙
本

『壇
経
』

の
最
古
層
を
な
す
無
相
戒

の
研
究
、

そ
の
中
で
も
取
り
わ
け
重
要
な
清
浄
法
身
仏
の
本
文
研
究
に
と

っ
て
、
決
定
的
な
資
料
と
な
り
得
る
の
は
、
『
還
源
観
』

で
は
な
く

て
他

の
何
で
あ
る
と
言
う
の
か
。
『
壇
経
』
独
自
の
最
も
重
要
な
思
想
を
表
す
無
相
戒
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
『壇
語
』
の
思
想
の
影
響
な
ど
微

塵
も
な
い
の
で
あ
る
。
決
定
的
な
意
味
を
持

つ
資
料
は
、
『還
源
観
』
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
「
〈壇
〉

の
字

の
解
明
が
問
題
の
鍵

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
筆
者
の
見
解
は
後
に
論
ず
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
次
の
様
な
事
柄
に
も
大
き
な
問
題
が
生
じ
よ
う
。

そ
れ
は
、
柳
田
聖
山
氏
が

『初
期
禅
宗
史
書

の
研
殆
民

の
中

で
、

「何
れ
に
し
て
も
、
神
会
の
晩
年
、
若
し
く
は
寂
後
の
頃
に
、
当
初
、
極
め
て
素
朴
な
形

で
出
発
し
た
牛
頭
の

『壇
経
』

が
」
と
述

べ
て

い
な

い
る
こ
と
に
対
し
て
で
あ
る
。
果
し
て

『壇
経
』
は
当
初
、
極
め
て
素
朴
な
形
で
出
発
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
全
く
の
否
で
あ
る
。

『壇
経
』
の
根
本
思
想
と
し
て

『壇
経
」
の
原
本
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
帰
依
自
三
身
仏
の
思
想
、
そ
の
中
で
も
取

り
わ
け
重
要
な
意
味

を
持

つ
清
浄
法
身
仏
の
思
想
が
、
『還
源
観
』
の
自
性
清
浄
円
明
体

の
思
想
と
海
印
森
羅
常
住
用
の
思
想
と
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
、
す

な
わ
ち
華
厳
の
性
起
思
想
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
以
上
、
『壇
経
』
は
当
初
、
極
め
て
高
度
な
思
想
の
書
と
し
て
出
発
し
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
清
浄
法
身
仏
の
部
分
に
顕
れ
て
い
る
華
厳

の
性
起
思
想
は
、
玄
　
の
唯
識

思
想
、
或

は
智
假
、

法
蔵
の
終
南
山
系
華
厳
思
想
、
さ
ら
に
は
李
通
玄
の
五
台
山
系
華
厳
思
想
を
経

て
、
八
世
紀
中
頃
に
完
成
し
た
中
国
仏
教
に
お
け
る
最
も

　

　

　

　

　

　

　

　

高
度
な
唯
心
思
想
を
語
る
思
想
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
最
高
度
の
唯
心
思
想
は
、
ま
さ
に

『還
源
観
』
そ
の
も
の
に
端
的
に
記

　

　

　

さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
述

べ
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
八
世
紀
中
頃
の
中
国
仏
教
思
想
を
代
表
す
る
、
最
高
度
の
唯
心
思
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　想
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
十
全
に
導
入
し
て
い
る

『壇
経
』
は
、
原
本
の
作
ら
れ
た
当
初
、
最
高
度
の
思
想

の
書
と
し
て
、
す
な
わ
ち
極
め

て
高
度
な
形
で
出
発
し
た
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

『壇
経
』
の
根
本
思
想

の
在
り
方
と
、
中
国
仏
教
思
想

史
の
大
き
な
流
れ
か
ら
見
て
、
『壇
経
』
の
原
本
は
八
世
紀
中
頃
以
後
、
す
な
わ
ち
安
禄
山
の
反
乱

(七
五
七
年
、
安
禄
山
殺
さ
る
)
直

(28
)

後
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。

『
壇
経
』
に
関
す
る
従
来
の
研
究
成
果
に
対
し
て
以
上
の
他
に
も
多
く
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、

こ
の
よ
う
な
重
大

な
影
響
が
各
方
面
に
生
ず
る
こ
と
と
な

っ
た
根
本
の
原
因
は
、
ひ
と
え
に
華
厳
の
思
想
を
無
視
し
て
、
『壇
経
』
の
研
究
を
行

っ
て
来
た
こ

と
に
依
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
特
に
、
南
宗
禅
思
想
研
究
に
と

っ
て
根
本
の
問
題
で
あ
る
、
八
世
紀
以
後
の
心
性
論
に
関
し
て
は
華
厳
の

　

　

　

　

唯
心
思
想
が
根
本
と
な

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
面
的
な
事
相
の
面
に
執
わ
れ
て
浬
葉
、
天
台
系
の
思
想
の
み
に
依

っ
て
行
わ
れ

て
来
た
従
来
の
南
宗
禅
思
想
研
究
は
根
底
よ
り
問
い
直
さ
れ
、
か

つ
全
面
的
に
改
あ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
『法
華
経
』
の
圧
倒
的
な
る
影
響
下
に
あ
る
日
本
に
あ

っ
て
は
、
天
台
の
思
想
が
南
宗
禅
思
想
の
根
本
思
想
と
最

も
深
い
関
係

に

あ
る
か
の
よ
う
に
専
門
の
研
究
者
で
さ
え
も
誤
解
し
て
い
る
面
が
あ
り
、
筆
者

に
依
る
こ
の
様
な
主
張
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
容

易
な

こ
と
で
は
な
い
と
思
う
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
な
お
さ
ら
、
引
用
経
典
と
か

『景
徳
伝
燈
録
』
と
か
と
言

っ
た
表
面
的
な
資
料
に

惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
中
国
仏
教
思
想
の
精
華
で
あ
る
華
厳
思
想
を
考
慮
に
入
れ

つ
つ
、
原
典
の
本
文
そ
の
も
の
に
対
す
る
厳
密
な
る

研
究

を
基
本
的
立
場
と
し
た
こ
の
様
な
拙
論
を
通
じ
て
、
南
宗
禅
思
想

の
真
実

の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
る
。

二

 

さ
て
次
に
、

〔二
四
〕
か
ら

〔二
六
前
半
〕
の
部
分
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
の
段
に

つ
い
て
小
川
隆
氏
は
、
「敦
燵
本

『六
祖



『六祖壇経』と華厳思想28

(
29
)

壇
経
』
の
成
立
に
つ
い
て
」

の
中

で
、
「
〔二
四
〕
～

〔二
六
前
半
〕
の
方
は
、
〔二
〇
〕
に
見
え
る
自
三
身
仏
の
説
明

を
、
〈摩
詞

(大
)

〉
〈般
若

(智
慧
)
〉
〈波
羅
蜜

(到
彼
岸
)〉
の
語
に
機
械
的
に
あ
て
は
め
て
い
っ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、

こ
の
部
分

の
般
若
説
は
そ
の

内
容
を
ま

っ
た
く

〔二
〇
〕
～

〔二
三
〕
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
部
分
は
、

〔
二
〇
〕

～

〔二
三
〕
の
無
相
授
戒
儀
の
部
分
と
、
後
に
述
べ
る

〔二
六
後
半
〕
～

〔二
九
〕
の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜

の
部
分
と

を
接
合
す
る
為

に
、

後
か
ら
創
作
、
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

〔二
六
〕

の
部
分
を

前
半
と
後
半
と
に
分
け
た
こ
と
は
小
川
隆
氏
の
卓
見
で
あ
り
、
筆
者
も
小
川
隆
氏
の
こ
の
見
解
を
参
考

に
し
て
、

〔二
六
後
半
〕
は
五
門

戒
儀
か
ら
切
り
離
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
お
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
こ
こ
に
掲
げ
た
引
用
文
に
お
け
る
小
川
隆
氏
の
主
張
に
は
全
く
同
調
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
柳
田
聖
山
氏
が

(30
)

「
大
乗
戒
経
と
し
て
の
六
祖
壇
経
」
の
中
で
、
自
の
三
身
仏
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
中
に
、
「
即
ち
十
仏
名
の
中

の
最
初

の

清
浄
法
身
毘
盧
遮
那
仏
と
第
二
の
円
満
報
身
盧
舎
那
仏
と
を

一
括
し
て
法
身
と
し
、
第
三
の
千
百
億
化
身
釈
迦
牟
尼
仏
を
第
二
に
移
し
て

化
身
と
し
、
第
四
の
当
来
下
生
弥
勒
尊
仏
を
第
三
に
移
し
て
当
来
円
満
報
身
仏
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
而
も
此
の
推
定
は
、
十
仏
名

の

最
後
に
置
か
れ
て
い
る
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
が
、
此

の
戒
儀
の
第
五
門
に
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
確
か
め
ら
れ
る
」
と

あ
る
通
り
、
「
摩
詞

般
若
波
羅
蜜
」
と
い
う
名
称
そ
の
も
の
が
、
三
身
仏

の
各
名
称
と
起
源
を
同
じ
く
し
て
い
る
可
能
性
が
非
常
に
大
き

い
か
ら
で
あ
り
、
し

た
が

っ
て
、
「
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
」
の
部
分
は
最
初
か
ら
無
相
戒
の
中
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
の
で
は
な

い
か
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
思
想
的
に
も
小
川
隆
氏
が
前
掲
の
引
用
文

の
中

で
論
じ
て
い
る
よ
う
な
理
由
は
成
立
し
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
少
々
長
い
論
述
に
な
る
が
記
し
て
み
よ
う
。
敦
煙
本

『壇
経
』

の

「摩
詞
」
を
説
明
す
る
部
分

に
、
「
何
名
摩

詞
。
摩
詞
者
是
大
、

　
　

　
　

　
　

心
量
広
大
、
猶
如
虚
空
。
莫
定
心
座
、
即
落
無
既
空
。
能
含
日
月
星
辰
、
大
地
山
何
、

一
切
草
木
、
悪
人
善
人
、
悪
法
善
法
、
天
堂
地
獄
、

(
31
)

書
在
空
中
。
世
人
性
空
亦
復
如
是
」
と
あ
る
通
り
、
「摩
詞
」
と
は
心
量
の
広
大
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

〔二
〇
〕

の
こ
と
ば
で
言
え
ば
、

＼
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自
の
法
性
、
或
は
自
性
の
広
大
な
る
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
重
大
な
こ
と
は
、
虚
空
の
喩
え
か

ら
知

ら
れ
る
よ
う
に
、
広
大
で
あ
り
な
が
ら
も
、
心
量
、
自
の
法
性
、
自
性
は
い
ず
れ
も
根
本
的
に
は

一
切
空
な
る
存
在
な
の
だ
と
い
う

こ
と
を
言

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
世
人
性
空
亦
復
如
是
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
さ
ら
に
明
確
に
そ
の
こ
と
が
納
得

で
き
よ
う
ゆ

こ
の

「摩
詞
」
の
部
分
の
思
想
を
整
理
し
て
言
え
ば
、
性
と
し
て
は
全
く
の
空

で
あ
る
自
性
は
、

一
切
空
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
日
月
星
辰
、

大
地
山
河
、

一
切
草
木
、
悪
人
善
人
、
悪
法
善
法
、
天
堂
地
獄
、
要
す
る
に

一
切

の
存
在
、
す
な
わ
ち
万
有
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
存
在

な
の
で
あ
り
、
万
有
を
顕
わ
し
出
す
こ
と
の
で
き
る
存
在
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
定
心

に
お
い
て
し
か
理

解

で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
凡
人
の
情
量
で
は
理
解
し
え
な
い
こ
と
な
の
だ
と
も
言

っ
て
い
る
。
自
性
は
性
と
し
て
は
本
来

一
切
皆
空

の

存
在
、

な
い
し
は

一
切
皆
無
の
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

一
切
諸
法
を
含
み
、

一
切
諸
法
、
す
な
わ
ち
万
有
を
顕
わ

し
出

し
て
い
る
存
在
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・
こ
れ
は
・
五
台
山
系
華
厳
思
想
の
性
空
即
万
有
と
い
う
性
起
織

の
典
型
で
あ
る
・

一
切
皆
空

で
あ
る
以
上
は
空
で
し
か
在
り
得
な
い
で
は
な
い
か
、

一
切
皆
無
で
あ
る
以
上
は
無

で
し
か
在
り
得
な
い
で
は
な
い
か
と
考
え

る
の
が
、
「即
ち
無
記
空
に
落
ち
ん
」
の
意
味
で
あ
る
。
「定
心
に
し
て
坐
す
る
こ
と
莫
く
」
、
常
識
的
立
場
で
、
敦
煙
本

『壇
経
』

の
言

う

「
摩
詞
は
是
れ
大
な
り
、
心
量
の
広
大
な
る
こ
と
、
猶
虚
空
の
如
く
な
れ
ば
な
り
」
と
い
う
言
葉
を
考
え
る
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
無
記

空

の
理
解
に
落
ち
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
性
空
即
万
有
の
性
起
思
想
を
論
理
学
的
に
言
え
ば
、
「
A
は
A
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
A
は
そ
の
ま
ま
で
非
A
と
な
る
」
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
全
く
の
矛
盾
論

で
あ
り
、
常
識
的
見
解
か
ら
は
論
理
の
破
綻
と
し
か
映
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
論
理
は
、

　

　

　

　

中
国
仏
教
が
辿
り

つ
く
こ
と
の
出
来
た
最
高
度
の
唯
心
思
想
の
世
界
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
言

い
表
す
論
理
で
あ
り
、
か

つ
実
践
思
想
の
極

鞠
ゼ

+
全
に
言
い
表
す
論
理
で
も
あ
る
・
こ
の
様
な
論
理
が

『壇
経
』

の
根
本
を
示
す
無
相
戒

の
部
分

の
基
本
の
論
理

と
し

て
採
用
さ

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
『壇
経
』
は
中
国
精
神
史
上
の
革
命
の
書
と
し
て
存
在
し
得
る
の
で
あ
る
。

　

　

　

　

　

　

の

空
は
空
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
空
は
空
と
し
て
の
性
質
を
絶
対
に
変
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
空
は
空
の
ま
ま
非
空
陛
万
有
と

な
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
論
理
は
ま
さ
に
敦
燵
本

『壇
経
」
の
言
う
通
り
、
虚
空
を
も

っ
て
し
か
喩
え
よ
う
が
な
い
。
虚
空
は
姿
も
な
け
れ
ば
形
も
な
く
、
依

つ
か

り
か
か
れ
る
場
所
も
な
け
れ
ば
、
こ
れ
と
言

っ
て
手
で
捉
ま
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
く
、
要
す

る
に

一
切
皆
無
、

一

切
皆
空
の
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
我
々
の
目
の
前
に
露
堂
々
に
厳
然
と
存
在
し
、
し
か
も
宇
宙
の
果
ま
で
も
存
在
し

て
い
る
。
虚
空
は

一

切
皆
無
、

一
切
皆
空
で
あ
り
な
が
ら
、
い
や

一
切
皆
無
、

一
切
皆
空
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
万
有
の
存
在
そ
の
も
の
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
ま
た
、
虚
空
は

一
切
皆
無
、

一
切
皆
空
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
即
時
に
万
有
を
含
み
、
万
有
を
顕
し
出
し
、
万
有
を
存
在
せ
し
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
〔二
五
〕
に
、
「性
は
万
法
を
含
め
ば
、
是
れ
大
な
り
。
万
法
は
書
く
是
れ
自
性
な
り
。

一
切
の
人
及
び
非
人
と
、
悪
と
善

と
、
悪
法
善
法
と
を
み
て
、
壷
く
皆
捨

て
ず
、
染
著
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
虚
空
の
如
く
な
る
に
由
り
て
、
之
を
名

づ
け
て
大
と
為
す
」

と
あ
る
よ
う
に
、
敦
煙
本

『
壇
経
』
の
言
う
自
性
と
は
、
本
来
的
に
は
、
性
空
即
万
有
と
い
う
意
味
で
の
自
性
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
論
述
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
〔二
四
〕
か
ら

〔二
六
前
半
〕

の
部
分
、
特

に
こ
れ
ら

の
部
分

の
根
本
思

想
を
語

っ
て
い
る

「摩
詞
」
の
段
は
、
自
三
身
仏
の
思
想
を
機
械
的
に
あ
て
は
め
て
作

っ
た
と
い
う
の
で
は
全
く
な
く
、
性
空
即
万
有
の
五
台
山
系
華
厳
思

想
に
よ
っ
て
、
帰
依
自
三
身
仏
の
本
来
的
意
味
を
、
ひ
い
て
は
四
弘
誓
願
、
無
相
臓
悔
、
無
相
三
帰
依
戒
の
本
来
的
意
味
を
明
ら
か
に
し

た
部
分
で
あ
り
、
敦
煙
本

『壇
経
』

の
根
本
的
思
想
構
造
を
最
も
明
確
に
、
か

つ
直
接
的
に
述
べ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
敦
煙

本

『壇
経
』
の
中
で
は
最
重
要
な
る
部
分
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

　

　

　

　

し
か
も
、
こ
の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
の
段
は
、

〔二
五
〕
に
は
、
「此
是
摩
詞
行
」、
「智
者
心

(行
)
」
と
あ
り
、

〔
二
六
前
半
〕

に
は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

「常
行
智
慧
、
即
名
般
若
行
」、
「智
者
心
行
」
と
あ
る
通
り
、
〔二
〇
〕
か
ら

〔
二
三
〕
ま

で
の
無
相
戒
を
敦
煤
本

『壇
経
』

の
言
う
、

「摩
詞
般
若
」
に
よ
っ
て

「心
」
に
行
ず
る
こ
と
を
特
に
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
く
五
門
戒
儀

の
中
に
属
し
て
い

る
と
は
言
え
、
〔二
四
〕
か
ら

〔二
六
前
半
〕
ま
で
の
部
分
は
、

〔二
〇
〕
か
ら

〔二
三
〕
ま
で
の
戒
の
思
想
を
、
特

に
心

の
行
と
し

て

主
体
的
な
場
に
お
い
て
行
ず
る
よ
う
に
と
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
〔二
〇
〕
か
ら

〔二
三
〕
ま
で
の
戒
の
思
想
を
実
践
す
る
に
あ
た

っ

て
の
原
理
的
根
拠
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
た
が

っ
て
、
小
川
隆
氏
が
、
「
こ
の
部
分
の
般
若
説
は
そ
の
内
容
を
ま

っ
た
く

〔二
〇
〕
～

〔二
三
〕
に
依
存
し

て
い
る
と
い
う
こ

(
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と
が
で
き
る
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
全
く
の
逆

で
あ
り
、
思
想
的
に
は

〔二
四
〕
か
ら

〔二
六
前
半
〕
ま
で
の

「
摩
詞
般
若
波
羅

蜜
」
の
部
分
の
思
想
が
根
本
で
あ
り
、
そ
の
応
用
の
思
想
と
し
て
、

〔二
〇
〕
か
ら

〔二
三
〕
ま
で
の
無
相
戒
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
る

と
い
う

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
〔二
四
〕
か
ら

〔二
六
前
半
〕
ま
で
は
、

〔二
〇
〕
か
ら

〔二
三
〕
ま
で
の
思
想
を
支
え
る
根
本
思
想
、
な

い
し
は
根
本
思
想
構
造
が
語
ら
れ
て
い
る
部
分
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

〔二
〇
〕
か
ら

〔二
三
〕
ま
で

の
思
想
と

〔二
四
〕
か
ら

〔二
六
前
半
〕
ま
で
の
思
想
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、

〔二
〇
〕
か
ら

〔二

三
〕
ま

で
は
、
南
宗
禅
的
戒

の
問
題
を
自
己
の
問
題
と
し
て
主
体
的
に
理
解
せ
し
め
よ
う
と
し
て
、
性
空
即
万
有
の
性
起
思
想
そ
の
も
の

を
自
性
清
浄
心
と
か
に
置
き
換
え
て
語

っ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
両
者
と
も
に
性
起
思
想
を
根
本
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
性
起
思
想
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
使

っ
て
無
相
戒
の
原
理
的
根
拠
を
示
し
て
い
る
の
が

〔二
四
〕
か
ら

〔二
六
前
半
〕
の
部
分
で

あ
り
、
そ
れ
を
現
実

の
実
践

の
場
に
応
用
し
て
い
る
の
が

〔二
〇
〕
か
ら

〔二
三
〕
の
部
分

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
前
に
掲
げ
て
お
い
た
小
川
隆
氏
の
論
文
の
中
に
、
「
こ
の
部
分
は
、

〔二
〇
〕
～

〔二
三
〕
の
無
相
授
戒
儀

の
部
分
と
、
後

に

述
べ
る

〔二
六
後
半
〕
～

〔二
九
〕
の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
の
部
分
と
を
接
合
す
る
為
に
、
後
か
ら
創
作
、
挿
入
さ
れ
た
も

の
と
も
考
え
ら

(
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れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
論
じ
て
き
た
と

こ
ろ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

〔二
四
〕

か
ら

〔二
六
前
半
〕
ま
で
は
、
〔二
〇
〕
か
ら

〔二
三
〕
ま
で
と
同
様
に
、
『壇
経
』
の
原
本
の
当
初
か
ら
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

〔二
四
〕
か
ら

〔二
六
前
半
〕
ま
で
の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
の
思
想
は
、
五
台
山
系
華
厳
思
想
の
性
空
即
万
有
の
性
起
思
想
を
内
容
と
し

て
い
る

の
で
、
明
ら
か
に
五
台
山
系
華
厳
の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
の
思
想
で
あ
る
と
言
え
る
。
は
か
ら
ず
も
柳
田
聖
山
氏
が
、

「大
乗
戒
経

と
し
て
の
六
祖
壇
櫨
巳
の
中
で
、
「此
処
に
唱

え
ら
れ
る
三
身
は
、
(中
間
省
略
)
、
恐
ら
く
秦

の
道
安

(ゴ
=

ニ
ー
三
八

五
)

が
創
唱
し

た
と
言

わ
れ
る
食
前
究
願
の
十
仏
名
か
ら
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
道
安
こ
そ
ま
さ

に
、
五
台
山
仏

教
文
仏
麗

の
北
の
拠
点

で
あ
る
北
岳
の
恒
山

で

『般
若
経
』
の
講
義
を
し
河
北

一
帯
を
教
化
し

て
、
真
に
中
国
仏
教
ら

し
い
仏
教
を
は
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じ
め

て
確
立
し
た
人
物
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
恒
山

で
の
道
安

の

『般
若
経
』
の
講
義
を
聞
い
て
出
家
し
た
の
が
盧

山
の
慧
遠

で
あ
る
。

敦
煙
本

『壇
経
』
の
根
本
思
想
を
表
す
無
相
戒
に
お
け
る
摩
詞
般
若
波
羅
蜜

の
思
想
の
淵
源
を
辿
れ
ば
、
五
台
山
仏
教
文
化
圏
の
般
若
学

に
行

き
着
く
の
で
あ
る
。
こ
の

〔二
四
〕
か
ら

〔二
六
前
半
〕

の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
の
思
想
が
、
五
台
山
系
華
厳
の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
の

思
想

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
慧
能
自
身
は
、
五
台
山
系
華
厳

の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
の
信
奉
者
で
あ

っ
た
の
だ
。

従
来
、
慧
能
と
言
え
ば

『金
剛
経
』
を
最
重
要
視
し
た
禅
者

の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
が
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も

『
金

剛
経
』
が
俄
に

一
般
に
流
行
し
は
じ
め
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
、
玄
宗

(六
八
五
-
七
六
二
。
七

=
二
年
玄
宗
即
位
)
が

『
金
剛
経
』
に

自
ら
注
釈
を
施
し
、
か

つ

『金
剛
経
』
を
流
布
さ
せ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
の
で
あ
り
、
玄
宗
の
即
位
の
年

(七

=
二
)
に
示
寂
し
た
慧

能
は

『金
剛
経
』
の
流
行
の
有
り
様
と
は
無
縁

の
人
物

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
・
ま
た
・
慧
能
の
作
と
さ
れ
る

『金
剛
経
解
華

も
到
底
慧

能

の
作
と
は
思
わ
れ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
例
え
ば

『金
剛
経
解
義
』
は
、
「無
相
」
や

「無
生
」

の
思
想
を
語
る
時

に
、

ほ
と
ん
ど
の

場
合
、

「無
相
之
職
㌣

「無
生
之
珊
巳
と
い
う
よ
う
に
、
「理
」
と
い
う
言
葉
を
付
加
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら

に
ま
た
、
例
え
ば

「無
為
之
蹴
レ、
「
解
脱
之
職
巳
等
が
存
す
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
教
学
者
に
よ
る

「無
相
」
、
「無
生
」
、
「
無
為
」
、
「
解
脱
」

の
理
解
の
仕

方

で
あ

っ
て
、
お
よ
そ
敦
煙
本

『壇
経
』
を
通
じ
て
知
ら
れ
る
慧
能
の
思
考
形
態
か
ら
は
生
ま
れ
得
ぬ
理
解
の
仕
方

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

慧
能

に
と

っ
て
、
無
相
、
無
生
、
無
為
、
解
脱
が
、
抽
象
的
な
理
の
世
界
の
存
在
で
あ
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
さ
ら
に
ま

(
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た
、
慧
能
の
説
と
さ
れ
る

『金
剛
経
口
訣
』
も
、
ほ
と
ん
ど
全
く
慧
能

の
説

で
あ
る
可
能
性
は
な
い
と
言
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
例
え
ば

『金
剛
経
口
訣
』
の
中
に
、
「見
自
性
則
是
菩
提
甑
ぴ
と
あ
る
が
、

こ
の
言
葉
は
、
大
乗
寺
本
と
興
聖
寺
本
の

『壇
経
』

の
中
の

『
金
剛
経
』

を
宣
揚
す
る
部
分
の

「見
自
性
成
儀
巳
と
言

っ
た
言
葉
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
到
底
慧
能
自
身

の
言
葉
と
は
思
え
な
い
か
ら
で

敵
砲
・

以
上
述
べ
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
『金
剛
経
』
は
慧
能
自
身

に
と

っ
て
何

の
関
わ
り
も
な
い
経
典

で
あ

っ
た
の
で
あ

る
。

し
か
し
な
が
ら
、
玄
宗
の
所
行
を
発
端
と
す
る

『金
剛
経
』
の
流
行
に
乗
じ
て
、
禅
思
想
の
普
及
を
計

っ
た
神
会

(六
六
八
-
七
六
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○
)
、
な
い
し
は
神
会
系
の
人
々
が
自
ら
の
言
動
を
正
統
化
し
、
か
つ
権
威
づ
け
ん
が
為
に
、
師
の
慧
能
も
ま
た

『
金
剛
経
』

の
信
奉
者

で
あ

っ
た
か
の
如
く
鼓
吹
し
た
の
で
あ
る
。
『壇
経
』

の
原
本
に
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

〔二
四
〕
か
ら

〔二
六
前
半

〕
ま

で
の
五
台

山
系
華
厳
の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
の
思
想
と
、
〔二
六
後
半
〕
か
ら

〔二
九
〕
ま
で
の

『
金
剛
経
』
の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜

の
思
想
と
が
、
故

意
に
弁
別
困
難
な
か
た
ち
で
、
直
接
的
に
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
る
の
も
以
上
述

べ
て
来
た
理
由
に
依
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
敦

煙
本

『壇
経
』
の
う
ち
で
、
『金
剛
経
』
と
関
わ
り
の
あ
る
部
分
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
慧
能
自
身
と
は
何
ら
の
関
係
も
な

い
部
分

で
あ

る
と
言

え
よ
う
。
『金
剛
経
』
を
宣
揚
せ
ん
が
た
め
の
、
慧
能
に
付
与
さ
れ
た
後
世

の
作
り
話
し
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
小
川
隆
氏
は
、
「
そ
も
そ
も

a
題

(11
南
宗
頓
教
最
上
大
乗
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
)
に
冠
せ
ら
れ
、
『
壇
経
』

の
こ
の
部
分
で
強

調
さ
れ

る

〈最
上
乗
〉
の
語
じ
た
い
、
周
知

の
ご
と
く

『金
剛
経
』
に
も
と
つ
い
て
、
神
会
が
南
宗
禅
の
標
識
と
し
て
採
り
上
げ
た
も
の

(
47
)

で
あ

る
」
と
述
べ
、
だ
か
ら
、
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
に
関
す
る
部
分
は
す
べ
て
神
会

一
派
の
創
作
で
あ
る
と
小
川
隆
氏
は
考

え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
題
目
の

一
部
分
を
後
世

の
者
が
、
自
ら
の
考
え
で
も

っ
て
削
除
し
た
り
、
付
加
し
た
り
す
る
こ
と
は
良
く
あ
る
こ
と
で
、
ま

し
て
や
今
の
場
合
、
『金
剛
経
』
系
の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
に
改
変
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
明
白
で
あ
る
以
上
、
神
会

一
派

に
よ

っ
て
後
か

ら
内
題

に

「最
上
大
乗
」
と
い
う
言
葉
が
付
加
さ
れ
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
り
、
「
最
上
大
乗
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る

か
ら
、
敦
焼
本

『壇
経
』
の

「摩
詞
般
若
波
羅
蜜
」
の
部
分
は
す
べ
て
、
神
会

一
派

の
創
作

で
あ
る
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

三

 

以
上

の
論
述
に
よ
り
敦
煙
本

『壇
経
』
の
根
本
思
想
、
す
な
わ
ち

『壇
経
』
の
原
本
に
最
初
か
ら
根
本
の
思
想
と
し

て
存
在
し
た
で
あ

ろ
う
思
想
は
、
五
台
山
系
華
厳
の
性
起
思
想
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、

こ
こ
で
再
度
、
帰
依
自
三
身
仏
の
部
分
に
戻

っ
て
、
こ
の
段

の
思
想
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
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「
清
浄
法
身
仏
」
の
部
分
に

つ
い
て
は
既
に
本
文
に
則
し
て
詳
し
く
検
討
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
は
じ
あ
に

「千

百
億
化
身
仏
」

に

つ

(
48
)

い

て
探
求
し

て
み
た
い
。
そ
の

「千
百
億
化
身
仏
」

の
項
に
、
「思
量
せ
ず
ん
ば
、
性
は
即
ち
空
寂
な
り
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
言
う
ま

(
49
)

で
も
な
く
、
自
性
は
本
来
的
に
は

一
切
皆
空
の
存
在

で
あ
る
の
だ
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「思
量
す
れ
ば
即
ち
是
れ
自
ら
化
す

る
な
り
」

は
た
ら

と
あ
る
の
は
、
善
心
悪
心
と
を
含
め
た
意
味
で
の
心

(識
)
を
用
か
せ
る
と
、
空
と
し
て
の
自
性
が
、
そ
の
ま
ま
で
千
変
万
化
の
万
有
の

存
在
そ
の
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
さ
に
性
起
思
想
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
自
性
の
皆
空
な
る
こ
と
を
基
本
に
し
て

論

じ
て
い
る
の
で
、
性
起
思
想
の
本
来
的
在
り
方
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
こ
の

「千
百
億
化
身
仏
」
の
方
が

「清
浄
法
身
仏
」
の
場
合

よ
り
も
、
思
想
的
に
は
徹
底
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
「
当
来
円
満
報
身
仏
」
の
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
一
燈
能
く
千
年
の
闇
を
除
き
、

一
智
能
く
万
年
の
愚
を
滅
す
、
向
前
を

(
50
)

思
う
こ
と
莫
く
、
常
に
後
念
の
善
な
る
を
、
名
づ
け
て
報
身
と
為
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
思
想
構
造
と
し
て
は
、
化
身
の
場
合
と
同
じ

で

あ

る
が
、
悪
法
を
思
量
す
る
と
い
う
こ
と
は
取
り
除
い
て
、
善
法
を
思
量
す
る
こ
と
の
み
に
依
る
性
起
思
想

で
あ
る
。
よ
り
詳
し
く
言
え

ば
、
生
き
た
我
々
自
身
の

一
瞬

一
瞬
の
心
の
は
た
ら
き
の
中
に
、
す
な
わ
ち

一
念

一
念
に
善
法
を
思
量
す
る
こ
と
に
依

っ
て
生
じ
た
智
は
、

一
念

一
念
に

一
切
の
愚
を
滅
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
性
と
し
て
空
な
る
存
在
が
善
法
を
介
し

て
智
と
な

っ
て
、

一

瞬

の
う
ち
に
万
有
に
及
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
報
身
の
思
想
の
根
源
的
思
想
的
根
拠
は
、
『起
信
論
』
の

「覚
不
覚
」

の
思
想
に
存
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
を

一
と
千
、

一

と
万
、
す
な
わ
ち
個
別
と
全
体
と
の
関
係
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
性
起
思
想
を
根
本
と
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
の
良

い
証
拠

で

あ

る
。
さ
ら
に
報
身
の
段
で
注
目
す
べ
き
は
、
コ

念
の
善
報
あ
ら
ば
却

っ
て
千
年

の
悪
滅
す
。
無
始
よ
り
已
来
、
後

念
善
な
る
を
、
名

(
51

)

づ
け
て
報
身
と
為
す
」
と
あ
る
様

に
、
さ
ら
に
ま
た
、
報
身
の
段
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
報
身
の
段
の
後

の
、

三
身

の
関
係
を
述

べ

(
52
)

て
い
る
段
に
、
「念
念
善
な
る
は
即
ち
是
れ
報
身
な
り
」
と
は

っ
き
り
と
定
義
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

善
法
の
立
場

か
ら
念
念
成
仏

の
思

想
を
説
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『起
信
論
』
に
は

「念
念
」
と
い
う
言
葉
は
存
す
る
が
、
念
念
成
仏
と
い
う
思
想

は
な
い
。
敦
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焼
本

『壇
経
』

の
念
念
成
仏
の
思
想
は
、
コ

念

の
善
法
あ
ら
ば
却

っ
て
千
年
の
悪
滅
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

一
念
に
無
量
劫

を
含
む

一
念
思
想

で
あ
り
、
明
ら
か
に
華
厳
の

一
念
思
想
、
す
な
わ
ち
念
念
成
仏
の
思
想
に
立

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
53
)

帰
依
自
三
身
仏
の
最
後
の
段
の
、
「法
身
従
り
思
量
す
る
は
、
即
ち
是
れ
化
身
、
念
念
善
な
る
は
、
即
ち
是
れ
報
身

な
り
」
と

い
う
文

章
は
重
大

で
あ
る
。
敦
煙
本

『壇
経
』
が
三
身
を
法
身

・
化
身

・
報
身

の
順
に
並

べ
た
理
由
が
こ
こ
に
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

(
54
)

の
こ
と
に

つ
い
て
柳
田
聖
山
氏
は
、
「大
乗
戒
経
と
し
て
の
六
祖
壇
経
」
の
中
で
、
「
即
ち
十
仏
名
の
中
の
最
初
の
清
浄
法
身
毘
盧
遮
那
仏

と
第

二
の
円
満
報
身
盧
舎
那
仏
と
を

一
括
し
て
法
身
と
し
、
第
三
の
千
百
億
化
身
釈
迦
牟
尼
仏
を
第
二
に
移
し
て
化
身
と
し
、
第
四
の
当

来
下
生
弥
勒
尊
仏
を
第
三
に
移
し
て
当
来
円
満
報
身
仏
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か

に
誤
り
で
、
次

の

よ
う
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「即
ち
十
仏
名
の
中
の
最
初
の
清
浄
法
身
毘
盧
遮
那
仏
を
そ
の
ま
ま
第

一
の
法
身
と
し
、
第

三
の
千
百
億
化
身
釈
迦
牟
尼
仏
を
第
二
に
移
し
て
化
身
と
し
、
第
二
の
円
満
報
身
盧
舎
那
仏
と
第
四
の
当
来
下
生
弥
勒
尊
仏
と
を

一
括
し

て
第
三
に
移
し
て
当
来
円
満
報
身
仏
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
す

べ
き
で
あ
る
。
な
お
、

つ
い
で
な
が
ら
申
し
述

べ
れ
ば
、
同
じ
く

(
55
)

「大
乗
戒
経
と
し
て
の
六
祖
壇
経
」
の
中
で
柳
田
聖
山
氏
は
、
「特
に
、
法
身

・
化
身

・
報
身
と
い
う
此
の
異
例

の
三
身

は
、
恵
能
の
説
明

に
よ

る
と
、
そ
の
ま
ま
前
仏

・
今
仏

・
後
仏
を
も
意
味
し
て
い
る
か
ら
、
過
現
未
と
い
う
中
国
的
な
三
世
観
が
、
過
去
未
来
現
在
と
い
う

イ
ン
ド
以
来
の
伝
統
を
変
え
て
来
た
事
由
を
も
物
語
る
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
敦
煙
本

『壇
経
』
の
帰
依
自
三
身
仏
の
部
分
に
、
法
身
が

前
仏
、
化
身
が
今
仏
、
報
身
が
後
仏
を
意
味
す
る
と
い
う
よ
う
な
文
章
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
報
身
に

つ
い
て
の
と
こ
ろ
に
、
時
間
の

立
場
か
ら
の
叙
述
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
報
身
の
意
味
は
、
意
訳
す
れ
ば
、
「過
去
を
振
り
返
る
こ
と
な
く
、
常

に
未
来

を
目
ざ
し
て
、
未
来
に
お
い
て
幸
せ
が
実
現
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
自
分
を
報
身
と
言
う
」
と
言

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

し
か
も
、
「
念

念
善
な
る
は
即
ち
是
れ
報
身
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
報
身
と
し
て
の
自
分
の
努
力
も
、
未
来
の
幸
福
を
目
ざ
し
て
の
現
在
の
努
力
が
重

要
な

の
で
あ
る
と
言

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
報
身
そ
の
も
の
は
、
名
称
と
し
て
は
た
し
か
に
当
来
円
満
報
身
仏
で
あ

る
が
、
あ
く
ま
で

も
今
仏

(現
在
仏
)
が
基
体
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
敦
煙
本

『
壇
経
』
に
お
け
る
三
身
は
、
過
現
未
と
い
う
中
国
的
な
三
世
観
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が
、

過
未
現
と
い
う
イ
ン
ド
以
来
の
伝
統
を
変
え
て
来
た
事
由
を
物
語

っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
全
く
な
く
、
法
身
や
化
身
に

三
世

の
立
場
か
ら
の
論
述
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
三
身
全
体
と
し
て
は
、
む
し
ろ
三
世

の
観
念
を
突
破

せ
ん
と
す
る
事
由
を

物
語

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
三
世
の
観
念
を
超
越
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
、
時
間
的
に
は
即
今

即
時
性
そ
の
も
の
を
語
る
性
空
即
万
有
の
性
起
思
想
が
帰
依
自
三
身
仏
の
根
底
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
ま
た
、

一
瞬

一
瞬
の
今
の
自
分
に
徹
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
言

っ
て
も
よ
い
。

さ

て
、
何
故
に
法
身

・
化
身

・
報
身
の
順
に
な

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
法
身
と
化
身
と
の
関
係
に
つ
い
て
探
求
し

(
56
)

て
み
よ
う
。
化
身
の
項
に
、
「思
量
せ
ず
ん
ば
、
性
は
即
ち
空
寂
」
と
あ
る
よ
う
に
、
化
身
の
本
性
は

一
切
皆
空

の
存

在
、
す
な
わ
ち
法

身

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
切
皆
空
と
し
て
の
法
身
は

一
切
皆
空
で
あ
れ
ば
こ
そ
自
性
は
常
に
清
浄
な
る
存
在
で
あ
り
、
自
性
は
常
に

清
浄

な
る
存
在
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

一
切
法
が
自
性

(法
身
の
本
性
)
に
在
る
の
で
あ
り
、

一
時
に
頓
に
、
そ
の
自
性

よ
り

一
切
法
が
顕
現

す
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
既
に
何
度
も
述
べ
る
よ
う
に
五
台
山
系
華
厳

の
性
起
思
想

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
法
身

は
万
法
、
万
有
を
包

含
し
、
か

つ
顕
現
し
、
存
在
せ
し
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
在
り
方
の
法
身

に
対
し
て
、
善
法
を
以

て
思
量
す
る
と
法
身

(の
本
性
)、
す
な
わ
ち
自
性
は
変
化
し
て
善
と
化
し
、
悪
法
を
以
て
思
量
す
る
と
自
性
は
変
化
し
て
悪
と
化
す
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
よ

う

に
法
身

(
の
本
性
)、
す
な
わ
ち
自
性
は
変
化
す
る
存
在
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
化
身
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
、
法
身

か
か

(の
本
性
)、
す
な
わ
ち
自
性
に
対
し
て
善
と
悪
の
立
場
か
ら
係
わ

っ
た
時
の
、
法
身
の
有
り
様
を
化
身
と
言

っ
た
の
で
あ
り
、
法
身
と
化

身
と
は
本
質
的
に
は
全
く
同
じ
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
万
象
に
変
化
す
る
と
い
う
法
身
を
戒
の
問
題
と
し
て
捉

え
直
す
た
あ
に
は
、

善
と
悪
と
の
両
方
に
変
化
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
新
た
に
独
立
さ
せ
て
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
現
実
の
場

に
お
い
て
善
に
も
悪
に
も
変
化
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
主
た
る
能
力
と
す
る
化
身
を
法
身
の
す
ぐ
後
に
持

っ
て
来
ざ

る
を
得
な
い
わ
け
で

(57
)

(
58
)

あ
る
。

帰
依
自
三
身
仏
の
最
後
の
段
に
、
「
法
身
よ
り
思
量
す
る
は
、
即
ち
是
れ
化
身
」
と
あ
る
の
も
、
以
上
述
べ
て
来
た
と

こ
ろ
の
意

味
、

な
い
し
は
理
由
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
言
葉
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
く
帰
依
自
三
身
仏
に
あ

っ
て
は
、
こ
の
化
身
も
実
は
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自
己
自
身
の
こ
と
で
あ
る
。
自
己
は
自
己
自
ら
が
法
身
を
善
法
を
以
て
思
量
す
る
か
、
ま
た
は
悪
法
を
以
て
思
量
す
る
か
に
よ

っ
て
、
自

己
自

ら
が
善
に
も
な
り
、
悪
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
他
に
よ

っ
て
自
己
は
善
な
い
し
は
悪
に
変
化
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
善
に
も
な
れ
ば
悪
に
も
変
化
す
る
化
身
に
対
し
て
、
善
な
る
立
場
か
ら
の
み
法
身
に
係
わ
り
、
か

つ
一
瞬

一
瞬
に
そ
の
善
な

る
行
為
を
主
体
的
に
実
践
し
て
行
く
自
己
そ
の
も
の
の
こ
と
を
報
身
と
い
っ
た
の
で
あ
り
、
「
念
念
善
な
る
は
即
ち
是
れ
報
身
な
り
」

と

あ
る
の
は
そ
の
意
味
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
「念
念
善
な
る
は
即
ち
是
れ
報
身
な
り
」
の
前
に
は
、
「法
身
に
依
り
て
」
と
い
う
言
葉
が

省
略

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
良
く
、
こ
の
報
身
も
本
質
的
に
は
法
身
そ
の
も
の
と
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
善
法
の
立
場
に
立

っ

て
の
み
法
身
と
係

っ
て
い
る
と
い
う
点
が
、
法
身
と
化
身
と
の
結
び

つ
き
よ
り
も
、
法
身
と
報
身
と
の
結
び

つ
き
の
方
が
希
薄
と
な
る
結

果
を
示
す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
法
身
の
直
後
に
報
身
を
持

っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
積
極
的
理
由
が
存
在
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
報
身
と
し
て
の
自
己
は
善
法
を
以
て
法
身
に
係
わ
る
と
は
言
え
、
結
果
的

に
は
、
コ

念
の
善
報
あ
ら
ば
却

っ
て
千
年

の
悪
滅
す
」
と
あ
る
通
り
、
悪
法
を
滅
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
報
身
に
は
、
善
法
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
諸
悪

を
滅

す
る
努
力
を
し
て
い
る
自
己
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
意
味
も
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
法
身

に
お
い
て
は
万
法
に
変
化
す
る
自
己
の

こ
と
が
、
化
身
に
お
い
て
は
万
法
に
変
化
す
る
自
己
の
う
ち
の
特
に
善
と
悪
と
に
変
化
す
る
自
己
の
こ
と
が
述

べ
ら
れ
、
報
身
に
お
い
て

は
善
法

を
実
践
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
悪
法
を
滅
す
る
努
力
を
し
て
い
る
自
己
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
端
的
に

言
え
ば
、
法
身
と
化
身
と
に
は
、
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
報
身
に
お
い
て
は
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
に
主
眼
が
置

か
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
法
身
の
次
に
は
化
身
が
、
化
身
の
次
に
は
報
身
が
述

べ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
法
身
と
化
身
と
の
結
び

つ
き
を
決
定
的
な
も
の
に
し
て
い
る
理
由
は
、
「変
化
す
る
」
と
い
う
点
で
あ
り
、

ま
た
報
身

の

特
徴

と
し
て
は

一
な
る
善
業
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
多
な
る
悪
業
を
滅
す
る
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持

っ
た

思
想

が
、

こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
も
、
三
身
の
思
想
の
根
底
に
性
空
が
そ
の
ま
ま
で
万
法
と
な
る
と
い
う
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性
起
思
想
が
存
在
し
た
れ
ば
こ
そ
の
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
、
三
身
全
体
の
根
本
的
関
係
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
以
上
述

べ
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う

に
法
身
と
化
身
と

報
身

と
は

一
体
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
化
身
も
報
身
も
結
局
は
法
身
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
最
も
重
要
な
存
在
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
法

身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
性
は
本
質
的
に
は
清
浄
法
身
仏
と
何
ら
変
わ
り
の
な
い
存
在
で
あ
る
の
だ
と
自
覚
す
る
こ
と
、
こ
れ

が
三
身
と
い
う
立
場
か
ら
見
た
場
合
の
敦
燵
本

『壇
経
』

の
言
う
悟
り
の
究
極
で
あ
る
。
善
法
を
念
念
に
自
ら
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

己
は
即
ち
清
浄
法
身
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
と
自
悟
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
無
相
戒
の
目
ざ
し
た
根
本
の
意
味
で
あ
る
。
〔
二
四
〕

の
段
と
、

(
60

)

(
59
)

〔二
六
前
半
〕
の
段
に
、
「修
行
す
る
者
の
法
身
は
仏
と
等
し
」
、
コ

念
に
て
も
修
行
せ
ば
、
(修
行
す
る
者

の
)
法
身

は
仏
と
等
し
」
と

あ
る
の
も
、
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
の
意
味
が
存
し
た
れ
ば
こ
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
人
間
存
在
の
究
極
的
根
拠
を
法
身
の
理
に
求
め
る
こ
と
、

こ
れ
も
華
厳
の
性
起
思
想
の
も
う
ひ
と

つ
の
姿
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
特
に
実
践
的
立
場
か
ら
性
起
思
想
を
眺
め
た
時

の
特
徴
を
物
語
る

も
の
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
万
有
の
根
拠
は
、
性
空

の
理
、
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
言
え
ば
法
身
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

四

次

に
、
帰
依
自
三
身
仏
の
全
体
と
戒
の
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
は
じ
め
に

『壇
経
』
全
体
に
関
す
る
戒
の
問
題
の
根
本
的
特

質
の

一
端
を
論
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
「慧
能
の
口
に
す
る
と
こ
ろ
を
逐
う
て
道
噸
巳

と
あ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
慧
能
は
三
身
仏
が
供

養
さ
れ
て
い
る
仏
殿
の
中
の
戒
壇
に
お
い
て
授
戒

の
儀
式
を
行

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
だ
か
ら
と
言

っ
て
慧
能
の
戒

の

思
想

の
根
本
的
立
場
が
、
道
宣
の
南
山
律
の
よ
う
に
事
相
の
儀
軌
を
如
何
に
行
ず
る
か
と
言

っ
た
点
に
存
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
確
か

な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
「逐
う
て
道

へ
」
と
い
う
極
く
簡
単
な
儀
軌

(儀
礼
)
し
か
要
求
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
な

に
よ
り

も
例

え
ば
帰
依
自
三
身
仏
に
代
表
さ
れ
る
無
相
戒

の
思
想
内
容
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
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『壇
経
』
の
戒
の
思
想
が
道
宣
の
南
山
律
宗
の
系
統
と
は
根
本
的
に
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『壇
経
』

の
戒
の
思
想

は

『梵
網
経
』
や

『理
路
本
業
経
』
の
戒
の
思
想
の
系
統

に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
事
相
の
儀
軌
を
重
視
す

る
道
宣

の
戒
思
想
に
繋
が
る
天
台
系
の
戒
思
想
と
も
根
本
的
に
は
全
く
別
系
統
の
戒
思
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
自
己
は
如
何

に
善
を
実
行
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
戒
を
自
己
の
心

の
中
で
主
体
的
に
自
覚
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
戒
を
主
体
的

に
自
己
の
存
在

そ
の
も

の
と
関
連
づ
け
て
受
け
取
り
直
す
こ
と
、
そ
れ
が

『壇
経
』
の
戒
思
想
の
目
ざ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
道
宣
の
戒
思

想
は
数

々
の
儀
規
を
客
観
的
に
見
て
、
そ
れ
が
如
何
な
る
内
容
の
戒
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ

っ
て
、
特
別
に

自
己
の
存
在
そ
の
も
の
と
深
く
関
連
づ
け
て
戒
を
受
け
取
り
直
そ
う
と
す
る
よ
う
な
こ
と
が
目
標
に
な

っ
て
は
い
な
い
。
道
宣
の

一
連
の

著
作
に
、
自
己
自
身
の
存
在
そ
の
も
の
と
戒
思
想
と
を
深
く
関
連
づ
け
て
論
ず
る
部
分
が
、
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
の
も
以
上
の
理
由
に

(
62
)

依
る
の
で
あ
る
。
無
相
戒
を
代
表
と
す
る

『壇
経
』
の
目
ざ
す
戒
の
思
想
の
世
界
、
な
い
し
は
初
期
南
宗
禅
の
戒
の
思
想

の
世
界
と
道
宣

の
戒

の
思
想

の
世
界
と
は
、
お
よ
そ
異
質
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

(
63
)

し
た
が

っ
て
、
柳
田
聖
山
氏
が

「語
録
の
歴
史
-

禅
文
献
の
成
立
史
的
研
究
」
の
中

で
、
「
要
す
る
に
、
神
会
が
道
宣

の

〈戒
壇
図

経
〉
を
改
作
し
、
ほ
し
い
ま
ま
に
創
意
を
加
え
て
、
自
派
の

〈壇
語
〉
と
し
た
こ
と
を
、
忠
国
師
は
非
難
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
発
想
そ
の
も
の
に
大
き
な
問
題
が
存
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
柳
田
聖
山
氏
の
、
こ
の
論
述
は
全
く
の
推
測
に
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
批
判
の
対
象
に
な
る
だ
け
の
内
容
を
有
し
て
い
な
い
が
、
氏
の
話

の
筋
に

一
応
則

っ
て
論
ず
れ
ば
、
南
宗
禅
に
と

っ
て
本
質
的
に

(64
)

何
の
関
係
も
な
く
、
自
己
存
在
そ
の
も
の
へ
の
探
求
が
ほ
と
ん
ど
な
い
道
宣
の

『図
経
』
を
、
神
会
が
ほ
し
い
ま
ま
に
創
意
を
加
え
て
自

派
の

『壇
語
』
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
自
己
存
在
そ
の
も
の
へ
の
直
接
的
探
求
の
姿
勢
が
ほ
と
ん
ど
全
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
無
機
的
な
典
籍
と
言

っ
て
よ
い
道
宣
の

一
連
の
著
作

の
ひ
と

つ
で
あ
る

『図
経
』
に
、
南
宗
禅
的
な
精
神
性
を
吹
き
込
ん
で
、
よ

く
ぞ
こ
れ
ま
で
改
作
し
た
も
の
だ
と
南
陽
慧
忠
よ
り
賞
讃
さ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
そ

の
根
本
的
理
由

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
道
宣
の
戒

の
思
想
は
、
南
宗
禅
の
戒
の
思
想
と
は
、
も
と
も
と
何
の
関
わ
り
も
な
い
全
く
レ
ベ

ル
の
異
な
る
戒



『六祖壇経』と華厳思想40

思
想
だ
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も

『壇
経
』

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
そ
の
よ
う
に
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
全
く
異
質

の
思
想
の
流
れ
に
属

す
る
書
を
単
に
文
字
が
似
て
い
る
か
ら
と
言

っ
て
、
比
較

の
対
象
に
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
道
宣
と
深
く

つ
な
が
る
天
台
の
戒
の
立
場
か

ら

『壇
経
』
の
戒
の
思
想
、
あ
る
い
は
南
宗
禅

の
戒

の
思
想
を
論
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
全
く
の
筋
違
い
で
あ
り
非
学
問
的
な
態
度
で
あ

る
と
言
え
る
よ
う
。

『壇
経
』
の

「壇
」
を
、
道
宣
や
天
台
系
統

の
事
相

の

「壇
」
と
の
み
受
け
取
る
な
ら
ば
、
『壇
経
』
が
ま
さ
に

「
無
相
」

の
戒
、
す

な
わ
ち
無
相
戒
に
よ

っ
て
、
道
宣
や
天
台
系

の
事
相

の
戒
、
す
な
わ
ち
有
相
の
戒
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
根
拠
を
何
処
に
求
め
る
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
『壇
経
』
の

「壇
」
と
は
、
性
起
思
想
に
基
づ
く
理
相
の

「壇
」
、
す
な
わ
ち
心

の

「壇
」
で
あ

っ
て
、

事
相

の

「壇
」
で
も
何
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
自
己
の
心
が
造
り
上
げ
た
心
の

「壇
」
な
の
で
あ

っ
て
、
木
石
土
壌

で
造

っ
た
戒
壇
、
あ

る
い
は
そ
こ
で
行
わ
れ
た
授
戒
儀
の

「壇
」

の
意
味

で
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
物
の

「壇
」
か
ら
心
の

「壇
」

へ
と
、
「
壇
」

の
意
味

を
百
八
十
度
逆
転
さ
せ
た
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に

『壇
経
』
が
中
国
民
族
に
お
け
る
精
神
革
命
の
書
と
言
わ
れ
る
所
以
な
の
で
あ
る
。

『壇
経
』
の

「壇
」
を
道
宣
、
天
台
が
ら
み
の

「壇
」
の
意
味
で
追
及
し
て
行
く
か
ぎ
り
、
『壇
経
』
の
真
実
の
姿
は
見
え
て
来
な
い
で
あ

ろ
う
し
、
ま
た
、
何
故
に
今
日
ま
で

『壇
経
』
が
東

ア
ジ
ア
世
界

一
帯
に
生
き
残
り
、
し
か
も
南
宗
禅
の
根
本
の
書
と
し
て
今
も
な
お
盛

ん
に
愛
読
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
真
実

の
理
由
も
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
帰
依
自
三
身
仏
に
お
い
て
は
特

に
戒

の
問
題
と
い
う
点
か
ら
眺
め
た
場
合
、
三
身
と
三
聚
浄
戒
と
の
関
係
が
問
題
で
あ
る
。

こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
柳
田
聖
山
氏
が
・
「大
乗
戒
経
と
し
て
の
⊥ハ
祖
壇
艇

」
の
中
で
・
三

聚
を
三
身
に
解
消
し
・
三
身

を
自

の
法
性
に
帰

一
せ
し
め
て
も
決
し
て
不
思
議
は
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
筆
者
も
全
く
同
意
見
で
あ
る
。
た
だ
し
、
柳
田
聖
山
氏

(
66
)

が
明
曝
の
『
刑
補
』
を
引
用
し
て
、
帰
依
自
三
身
仏

の
思
想
内
容
と

『
刷
補
』
の
思
想
内
容
と
を
両
者

「相
応
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
」
と

す
る
の
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。
既
に
筆
者
が
論
述
し
て
来
た
よ
う
に
、
帰
依
自
三
身
仏
の
思
想
内
容
は

『
還
源
観
』

の
思
想
、
な
い
し

は

『還
源
観
』
的
思
想
、
す
な
わ
ち
五
台
山
系
華
厳
の
性
起
思
想
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
帰
依
自
三
身
仏

の
思
想
が
明
畷
の
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三
諦
円
融
思
想
と
同

一
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
あ
く
ま
で
も
三
聚
が
三
身
に
解
消
さ
れ
て
い
る
形
式
が
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な

い
。
そ
も
そ
も
、
三
聚
が
三
身
に
解
消
さ
れ
て
行
く
思
想
は
道
宣
の

『釈
門
帰
敬
齢
レ
に
存
す
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

明
膿
よ
り
約
百

年
も
早
く
法
蔵

の

『菩
薩
戒
本
囎
甘
に
は
華
厳
の
無
磯
の
思
想
に
よ
っ
て
、
道
宣
の
思
想
を
よ
り
発
展
さ
せ
た
思
想
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

『壇
経
』
の
原
本
が
作
成
さ
れ
た
時
に
あ

っ
て
は
、
少
な
く
と
も
原
本

の
中
心
部
分
で
あ

っ
た
こ
の
無
相
戒
の
部
分
が
作
成
さ
れ
た
七
五

〇
年
代

の
後
半

に
あ

っ
て
は
、
既
に
三
聚
を
三
身
に
解
消
す
る
と
い
う
思
想
は

一
般
的

で
常
識
的
な
思
想
と
し
て
多
く

の
人
々
に
知
ら
れ

て
い
た
思
想

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
形
式
が
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
も
明
暖
の

『冊
補
』
に
の
み
、
そ
の
根
拠

を
求
め
る
必
然
性
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
明
暖
の

『
冊
禰
甘
の
選
述
年
代
は
西
暦
七
七
七
年
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て

当
然

の
こ
と
な
が
ら

『剛
補
』
は

「無
相
戒
」
よ
り
も
後
に
選
述
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
『
剛
補
』
は
敦
煙
本

『
壇
経

』

の
影
響
を
受

け
た
と
言

っ
て
も
誤
り
で
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『壇
経
』
の
原
本
の
作
者
は
、
当
時

一
般
的

で
あ

っ
た
三
聚
を
三
身

に
解
消
す
る
と
い
う
思
想
を
利
用
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
聚
を
三
身
に
解
消
し
て
行
く
思
想
が
常
識
的

思
想
と

し
て

一
般
に
流
布
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
経
緯
は
お
そ
ら
く
前
述
し
た
よ
う
に
、
道
宣
の

『釈
門
帰
敬
儀
』
に
存
在
す
る
思
想
を

元
暁
や
法
蔵
が
大
々
的
に
取
り
上
げ
た
こ
と
か
ら

一
般
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
聚
を
三
身
に
解
消
し
て
行

く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
天
台
の
影
響
を
考
え
る
必
要
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
刑
補
』

に
は
、
四
弘
誓
願

の
立
場
か
ら
三
聚
を
理
解
す
る
点
が
存
す
る
が
、
敦
煙
本

『壇
経
』
に
あ

っ
て
は
、
四
弘
誓
願
は

〔二

一
〕
の
段

で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
三
聚
を
三
身
に
解
消
さ
せ
て
い
る

〔二
〇
〕
の
段
と
は
無
縁

で
あ
る
。

前
述
し
て
来
た
と
こ
ろ
と
重
複
す
る
が
・
も
う

憂

述
べ
よ
兎

柳
田
聖
山
氏
は
・
「大
乗
戒
経
と
し
て
の
六
祖
壇
趨

の
中
で
・
明

曝
の

『刷
補
』
の
文
を
引
用
し
た
後
に
、

「此
の
三
聚
と
三
徳
三
身
、
又
は
更
に
三
諦
三
観
と
の
配
当
が
」
恵
能
の
帰
依
自
三
身
仏

の
思

想
と

「相
応
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
」
と
述
べ
て
い
る
。
ど
の
点
が
ど
の
よ
う
に
相
応
す
る
の
か
論
述
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、

筆
者
と
し
て
も
詳
細
に
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
氏
の
取

っ
た
全
体
的
立
場
か
ら
の
感
想
と
い
う
観
点
か
ら
述

べ
る
な
ら
ば
、
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自
性
な
い
し
は
自
己
存
在
そ
の
も
の
へ
の
探
求
の
態
度
の
全
く
見
ら
れ
な
い

『
刷
補
』
と
、
自
性
な
い
し
は
自
己
存
在

そ
の
も
の
へ
の
探

求
の
態
度
に
貫
か
れ
て
い
る

『壇
経
』
と
を
同

一
レ
ベ
ル
の
書
と
し
て
見
倣
す
こ
と
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。

氏

の
、
こ
の
よ
う
な
研
究
態
度
の
背
景
に
は
、
日
本
人
独
特
の
、
「禅
は
比
叡
山

(天
台
)
よ
り
起

っ
た
」
と
い
う
先
入
観
が
大

い
に

働
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
関
口
真
大
博
士
の
天
台
の
立
場
か
ら
の
禅
思
想
研
究
が
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
禅

の
修
行
者
が
比
叡
山

(天
台
)
よ
り
生
ま
れ
た
か
ら
と
言

っ
て
、
現
代
に
つ
な
が
る
南

(北
二
)
宗
の
禅
の
思
想
が
当
然

の
こ
と
な
が
ら
比
叡
山

(天
台
)
よ
り
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
事
柄
を
同

一
視
し
た
と
こ
ろ
に
、
日
本

に
お
け
る
禅
学
研
究
の
根
本
的
誤
り
が
存
在
す
る
。
筆
者
が
本
拙
論
に
お
い
て
最
初
に
述

べ
た
よ
う
に
、
日
本
人
に
よ
る
日
本
的
発
想
の

『壇
経
』
研
究
と
言

っ
た
の
も
、
こ
の
意
味
な
の
で
あ
る
。
本
拙
論
を
通
じ
て
筆
者
が
論
証
し
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
知

ら
れ
る
よ
う
に
、

南

(北
二
)
宗
の
禅
思
想
の
根
本
は
華
厳
の
性
起
思
想
な
の
で
あ

っ
て
、
天
台
の
思
想
は
、
そ
の
根
本
的
な
処
に
お
い
て
は
何
ら
の
関
係

も
な

い
の
で
あ
る
。
天
台
の
思
想
は
、
も

っ
ぱ
ら
坐
禅
の
仕
方
と
か
、
行
位
の
段
梯
と
か
と
言

っ
た
事
相
の
面
に
関
係
し
て
い
る
の
み
な

の
で
あ
る
。
南
宗
禅
思
想
の
根
底
を
貫
い
て
い
る
思
想
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
五
台
山
系
華
厳
の
性
起
思
想
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、

一
切
皆
空
で
あ
れ
ば
こ
そ

一
切
が
存
在
す
る
と
い
う
性
起
思
想
に
基
づ
く
、
自
の
法
性
に
三
身
仏
が
存
在
す
る
と
い
う
自

覚
、

さ
ら
に
言
え
ば
自
性
は
そ
の
ま
ま
で
三
身
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
自
覚
は
、
無
相
戒
全
体
、
と
り
わ
け
帰
依
自
三
身
仏
の
根
底

を
貫
く
思
想
で
あ
る
が
、
こ
の
思
想
は
今
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
五
台
山
系
華
厳
の
性
起
思
想
で
成
り
立

っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
ら
考
え
て
、
明
ら
か
に

『華
厳
経
』
の

「如
来
出
現
品

(性
起
品
)」

の
思
想
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
浬
葉
経
』

の
仏
性

論

の
み
か
ら
出
て
い
る
思
想
で
は
な
い
。
仏
性
論
と
言
え
ば
、
特

に
従
来
の
禅
典
籍
研
究

の
場
合
、

や
は
り
天
台
教
学
に
ひ
か
れ

て
、

『浬
藥
経
』
に
し
か
注
目
し
て
い
な
い
の
は
全
く
の
片
手
落
ち
で
あ
る
。
禅
典
籍

に
あ

っ
て
は
最
も

ユ
ニ
ー
ク
で
、

し
か
も
如
何
に
も
南

宗
禅
的
な
南
陽
慧
忠
の
無
情
仏
性
説
を
見
た
だ
け
で
も
、
筆
者
の
述
べ
て
い
る
こ
と
が
正
し
い
か
ど
う
か
、

一
目
瞭
然

で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
性
起
思
想
に
基
づ
く
帰
依
自
三
身
仏

の
仏
性
論
、
す
な
わ
ち
性
空
の
自
覚
の
上
に
立

っ
て
、
我
が
身
心
は
三
身
仏
そ
の
も
の
で



あ
る
と
徹
見
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
無
相
戒
全
体
、
と
り
わ
け
帰
依
自
三
身
仏
を
貫
く
思
想
で
あ
る
と
言

っ
た
が
、
こ
の
思
想
こ
そ
が
ま
た

『壇
経
』
に
お
け
る
戒
の
思
想
の
根
本
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
え
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
自

性
、
な
い
し
は

自
己
存
在
そ
の
も
の
へ
の
徹
底
し
た
自
覚
に
欠
く
・
明
暖
の

『刷
塵

に
は
・

面

に
従

っ
て
悪
を
止
む
る
之
を
名
づ

け
て
戒
と
為
し
、

制
に
従

っ
て
行
を
起
し
、
常

に
慈
悲
に
住
す
る
は
則
ち
是
れ
乗
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
戒
を
実
践
に
移
す
場
合
の
基
準

は

「制
に
従

っ

て
」
と
あ
る
通
り
、
自
己
自
身
そ
の
も
の
と
は
無
関
係
な
客
体
的

「制
」
な
の
で
あ

っ
て
、
自
性
、
な
い
し
は
自
己
存
在

そ
の
も
の
で
は

な
い
。

一
方
、
『壇
経
』
の
無
相
戒
は
、
性
は
空
な
り
と
い
う
自
覚
に
裏
づ
け
ら
れ
た
三
身
仏
そ
の
も
の
と
し
て
の
自
己

が
戒

の
当
体

そ

の
も
の
で
も
あ
り
、
か

つ
戒
を
実
践

に
移
す
場
合

の
基
準
そ
の
も
の
に
も
な

っ
て
い
る
。
『壇
経
』
の

「壇
」
と
は
自
己

の
身
心
の
中
の

「壇
」

の
こ
と
を
言
う
と
前
に
述
べ
た
の
も
、
今
論
じ
て
来
た
通
り
の
理
由

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
『壇
経
』
の

「壇
」

と
は
、
自
己
存
在
そ
の
も
の
の
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
木
石
土
壌
で
造

っ
た
、
授
戒
儀
を
行
う
戒
壇
を
指
し
て

「壇
」
と
言

っ
て
い

る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
『壇
経
』
に
お
け
る

「壇
」
を
、
道
宣
、
あ
る
い
は
天
台
系
統

の

「戒
壇
」
の
意
味
に
受
け
取
る
な
ら
ば
、
『壇

経
』
の
目
ざ
し
た
こ
と
が
ら
、
い
や
南
宗
禅

の
根
本

の
願

い
が
何
処
に
あ

っ
た
の
か
、
永
遠
に
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

以
上

の
論
述
よ
り
、
敦
煙
本

『
壇
経
』

の
最
古
層
を
な
す

「無
相
戒
」
の
根
本
思
想
は
、
『還
源
観
』
の
思
想
、
な
い
し
は

『還
源
観
』

的
思
想
、
す
な
わ
ち
五
台
山
系
華
厳
の
性
起
思
想
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
南
宗
禅
の
根
本
思
想
は
五
台
山
系
華
厳
の
性
起
思
想
に
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
南
宗
禅
は
思
想
的
に
は
五
台
山
系
華
厳
の
性
起
思
想
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
性
起
思
想
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
、

〔二
〇
〕
か
ら

〔二
六
前
半
〕
ま
で
が
、
『
壇
経
』
の
原
本

の
中
心
部
分

で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
、
例
え
ば

〔
二
六
後
半
〕
か
ら

〔二
九
〕
ま
で
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
神
会

一
派
の

『金
剛
経
』
の
宣
揚
説
に
基
づ
く
話
し
等
が
付
加
さ
れ
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

ヴ
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『壇
経
』
の
原
本
は
、
七
五
〇
年
代
の
後
半
、
安
禄
山
の
反
乱
直
後
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
原
本
の
作
者
は
不
明
で
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
五
台
山
系
華
厳
の
性
起
思
想
を
把
握
す
る
だ
け
の
能
力
を
持

っ
た
人
物
、
す
な
わ
ち
華
厳
思
想
に
精
通
し
て
い
た
人
物
で
あ

っ

た
と

い
う
こ
と
だ
け
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
〔二
四
〕
か
ら

〔二
六
前
半
〕
ま
で
の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
の
部
分
は
、
〔二
〇
〕
か
ら

〔二
三
〕
ま
で
の
部
分
の
原
理
的
根
拠
を

述
べ
た
箇
処
で
あ
り
、
性
起
思
想
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
語

っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
敦
煙
本

『
壇
経
』

の
中

で
は

思
想
的
に
は
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
と
言
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
敦
煙
本

『壇
経
』
の
主
題
は
、
「南
宗
頓
教
最
上

大
乗
摩
詞
般
若
波

羅
蜜
経
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「六
祖
恵
能
大
師
於
紹
州
大
梵
寺
施
法
壇
経

一
巻
」
と
い
う
の
が
副
題
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
〔二
〇
〕
か
ら

〔二
三
〕
ま
で
は
、
実
践
的
な
意
味
に
お
い
て
は
、

〔二
四
〕
か
ら

〔二
六
前
半
〕
ま
で
よ
り
は
は
る

か
に
重
要
な
意
味
を
持

っ
た
部
分

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
『金
剛
経
』
宣
揚
説
に
基
づ
く
種
々
の
話
の
付
加
の
過
程
は
、
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
の
思
想
で
言
え
ば
、
華
厳

の
摩
詞
般
若
波

羅
蜜

の
思
想
か
ら

『
金
剛
経
』

の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
の
思
想

へ
の
変
遷
の
過
程
で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
こ
と
に

よ

っ
て
、
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
が

「無
相
戒
」
全
体
に
対
し
て
持

っ
て
い
た
原
理
的
根
拠
と
し
て
の
役
割
が
見
失
わ
れ
る
率
が
多
く
な

っ
た

と
も
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
敦
燈
本

『壇
経
』
の
全
体
か
ら
眺
あ
た
場
合
、
思
想
の
根
拠
と
し
て
の
摩
詞
般
若
波

羅
蜜
か
ら
、
実
践

の

根
拠
と
し
て
の
み
の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
に
変
わ

っ
て
行

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
前
述
し
て
来
た
こ
ろ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
『壇
経
』

の

「壇
」
と
は
自
己
の
身
心
の
中
の

「壇
」

で
あ

っ
て
、
善

法
を
実
践
せ
ん
と
し
て
い
る
自
己
の
身
心
そ
の
も
の
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
道
宣
、

天
台
が
ら
み
の
他

律
的
な
事
相
の
戒

の
思
想
を
の
り
超
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
ま
た
、
『壇
経
』
が
精
神
革
命
の
書
と
し
て
命
脈
を

保

つ
こ
と
が
出
来
た
根
本

の
理
由
で
も
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
北
宗
禅
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
南
宗
禅
も
思
想
的
に
は
、
華
厳
の
思
想
が
存
在
し
た
れ
ば
こ
そ
成
立
し
得
た
思
想



で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
北
宗
禅
の
典
籍
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
今
後
は
南
宗
禅

の
典
籍
に

つ
い
て
も
大

い
に
華
厳
思
想
の

立
場
か
ら
研
究
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

っ
た
と
言
え
よ
う
。
日
常
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
南
宗
禅
思
想
を
浸
透
さ
せ
、
真

の
意
味
で
の
中
国

的
禅
を
成
立
さ
せ
た

『馬
祖
語
録
』
の

「作
用
即
性
」、
「
日
用
即
妙
用
」
の
思
想
も
、
華
厳

の
立
場
か
ら
眺
あ
る
と
、
五
台
山
系
華
厳
の

性
起
思
想
を
語
る
以
外

の
何
物

で
も
な
い
と
強
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
南
宗
禅
思
想
の
、
と
り
わ
け
そ
の
根
本
思
想
の
徹
底
解
明
の
た
あ
に
は
、

ひ
と
え

に
華
厳
思
想
と
の
比
較
研
究
が
絶
対
の
条
件
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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註(1
)

五
台
山
系
華
厳

の
性
起
思
想

を
端
的

に
言

い
表

し
て
い
る

『
還

源
観
』

に

つ
い
て
、
唐
代

の
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
仏
教
典
籍

に
目
を

通
し
た

で
あ
ろ
う
、

永
明
延
寿

(
九
〇

四
～
七
五
)

は
、
『
宗
鏡
録
』

巻

一
に
お

い
て
、
『
還
源
観
』

の

「自
性
清
浄
円

明
体

」

の
項

の
ほ

と
ん
ど
す

べ
て
の
原
文
を
引

用
し
た
あ

と
、

こ
の

「自
性
清
浄
円
明

体
」

の
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
性
起
思
想

の
根
源

的
存

在

の

こ
と

を
、

「
非
但
華
厳
之
宗
、
亦

是

一
切
教
之
体
」

(大
正

四
八
、

四

一
七
下

)

と
ま

で
言

っ
て
い
る
。

(
2
)

文
殊
菩
薩

の
五
台
山
、
普
賢
菩
薩

の
峨
眉
山
、
観
音
菩
薩

の
普

陀
山
、
地
蔵
菩
薩

の
九
華
山
。

こ
の
う
ち
五
台
山
が
中
国
仏
教

に
お

け
る
最
古

に
し
て
最
大

の
聖
地

で
あ
り
、
五
台
山
仏
教
文
化
圏

(筆

者

命
名
)

と
い
う
中
国
仏
教

を
代
表
す

る
文
化
圏
が
存
在
す

る
。
五

台
山

に
は
今

日
も
な
お
百

二
十
余

の
寺
院
が
存
し
、
六
百
余
人

の
僧

侶

が
常
住
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
七
月
と
八
月
だ
け
で
、
三
、

四
十
万
人

の
参
詣
人
が
中
国
全
土
よ
り
訪

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

(3
)

大
自
然

の
迫
力
を
感
じ
に
く
い
島

国
と
い
う
自
然

の
為

せ
る
技

で
あ

ろ
う
と
思
う
が
、
東

ア
ジ

ア
諸
国
の
う
ち

で
日
本

の
み
が

『法

華
経
』

の
国

で
あ
り
、
日
本

に
お
い

て
は

『法
華
経
』

に
関
連
づ

け

て
宗
教
、
文
学
等
を
語
る
傾
向
が
強

い
。

(4
)

平
成
元
年

一
月
、
台
湾

で
開
催
さ
れ
た
仏
光
山
国
際
禅
学
会
議

で
の
発
表
論
文
。
中
外

日
報

の
平
成

元
年

二
月
八
日
号

に
全
文
掲
載
。

(5
)

昭
和
九
年
、
森

江
書
店
発
行
。

(6
)

柳
田
聖
山

「大
乗
戒
経

と
し
て
の
六
祖
壇
経
」

(
印
仏

研
、

二

三
号
、
昭
和
三
九
年
)
。

な
お
、
柳

田
聖
山

『
初
期

禅
宗

史
書

の
研

究
』
(
法
蔵
館

、
昭
和

四
二
年
)

一
五

四
頁
も
参
照

の
こ
と
。

(
7
)

小
川
隆

「敦
煙
本

『六
祖
壇
経
』

の
成
立

に

つ
い

て
」

(駒

沢

大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
、

二
〇
号
、

一
九
八
七
年
)
。

(
8
)

前
註

(
6
)

に
同

じ
。

(
9
)

敦
煙
本

『六
祖
壇
経
』

(大
正

四
八
、
三

三
九
上
)
。
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史
を
土
台
と
す
る
禅
学

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

天
台
等

の
諸
思
想
を
考
慮

に
入
れ
、

た
上

で
の
厳
密
な
る
原
文

研
究

を
基
本

と
し
て
行

わ
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
以
外
、

学
問
と
し

て
の
禅
思
想
研
究

の
生
き

残

る
道

は
存
在
し
な

い
。

(
25
)

中
国
華
厳
思
想

の
流
れ

に
は
、
智

撮
、
法
蔵

の
終
南
山
系
華
厳

思
想

の
流
れ
と
霊
弁
、
李
通
玄
、
澄
観

、
宗
密

の
五
台
山
系
華
厳
思

想

の
流
れ
と

の
二

つ
の
流
れ
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
歴
史

も
古

く
中
国

前
註

(
9
)
に
同
じ
。

前
註

(
9
)

の
同
じ
。

前
註

(
9
)
に
同
じ
。

前
註

(9
)
に
同
じ
。

前
註

(9
)
に
同
じ
。

前
註

(9
)

に
同
じ
。

前
註

(9
)

に
同
じ
。

『
還
源
観
』
(
大
正
四
五
、
六

三
七
上
)
。

前
註

(17
)

に
同
じ
。

前
註

(17
)

に
同
じ
。

同
書

一
五
四
頁
。

「
心
銘
」
(
大
正
五

一
、

四
五
七
中
～
八
中
)

『
絶
観
論
』
(
禅
文
化

研
究
所
、
昭
和
五

一
年
)
。

『
宗
鏡
録
』
巻
九
七

(
大
正

四
八
、
九

四
四
～
五
)
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考

え
る
と
柳

田
禅
学

は
、

『
高
僧

伝
』

と

『
伝
燈
録
』
と
か

『祖
堂
集
』

等
と
が
伝

え
る
伝
統
的

な
禅

の
燈

禅
学
も
今
後
は
華
厳
、

中

国
仏
教
思
想
全
体
を
踏

ま
え

民
衆

の
感
性

に

一
致
す
る
華
厳

思
想

は
五
台
山
系
華
厳

思
想

で
あ
り
、

智
嚴
、

法
蔵

の
終
南
山
系
華
厳

思
想

は
、

理
論

に
傾

い
た
極

め
て
特

殊
な
華

厳
思
想

で
あ
る
。

(26
)

「
壇
語
と
壇
経

」
(
一
九
八
八
年

一
二
月

三
日
述
)
。

(27
)

同
書

一
八
三
頁
。

(28
)

『
還
源
観
』

の
撰
述
年

代
は
七
三
〇
年

か
ら
七

五
〇

年
代

の
間

で
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
論
、

「
『妄
壷
還
源
観
』

の
撰
者

を
め
ぐ
る
諸

問
題
」

(
南
都

仏
教

四
九
号
、

一
九
八
二
年
)
参

照
の

こ
と
。

(29
)

同
論
二

一
頁
。
前
註

(
7
)
参
照
。

(30
)

同
論
六
七
頁
。
前
註

(
6
)
参
照
。

(31
)

敦
燵
本

『
壇
経
』
(
大
正
四
八
、

三
三
九
下
)
。

(32
)

性
無
即
万
有
は
李
通
玄

の
、

性
空

即
万
有

は
澄
観

の
性
起
思
想

を
表
す
言
葉
。
詳
し
く
は
来
年

(
平
成

二
年
)
七
月

に
、

五
台
山

で

開
催
予
定

の
五
台
山
仏
教
研
究

会

で
の
発
表
論
文

、

「
五
台
山

仏
教

文
化
圏

に
お
け
る
華
厳
思
想
」
を
参
照
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い

で

あ
る
。

(33
)

性
空
即
万
有

で
あ
る
か
ら
、
心

に
思
う

こ
と
が
即
ち
そ

の
ま
ま

現
実
世
界

で
の
働
き
そ

の
も

の
に
転
化
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
る

の

で
実
践
思
想

の
ひ
と

つ
の
極
地
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

(34
)

前
註

(28
)
参
照
。

(
35
)

前
註

(28
)
参
照
。

(
36
)

同
論
六
七
頁
。
前
註

(6
)
参
照
。

(
37
)

東
は
阜
平

の
龍
泉
関
、
西
は
管
湾
山

の
天
池
、
南

は
寿
陽

の
方

山
、
北
は
北
岳

の
恒
山
、

こ
れ
ら
を
五
台
山
を
囲
む
四
陸
と

い
う
。
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こ
れ
ら
四
陸

が
ま
た
小
五
台
山
と
し

て
、
五
台
山
系
仏
教

の
拠
点
と

な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
総
合
し
た
仏
教
文
化
圏
を
五
台

山
仏
教
文
化
圏
と
筆
者

は
命
名
し
た
。
現
在

の
都

市
名

で
言

え
ば
、

東

は
石
家
荘
、
西
は
寧
武
、
南
は
太
原
、
北
は
大
同
に
囲
ま
れ
た
地

域

で
あ

る
。

こ
の
五
台
山
仏
教
文
化
圏
か
ら
は
、
道
安
、
鷹

山

の
慧

遠
、
曇
鷺
、
霊
弁
、
解
脱
、
李
通
玄
、
道
緯
、

澄
観
、

不
空
、
臨
済

義
玄
、
趙
州
従
訟
、
妙
楽
湛
然
等
、

中
国
仏
教

を
代
表
す

る
鐸
鐸

た

る
人
物
が
輩
出
し
、
か

つ
こ
の
文
化

圏
に
関
係

し
た
。
中
国
最
大

の

仏
教
聖
地
五
台
山
に
相
応

し
く
、

ま
さ
に
こ
の
五
台
山
仏
教
文
化
圏

は
中
国
仏
教

に
お
け
る
最
古

に
し
て
最
大

の
仏

教
文

化
圏

で
あ

る
。

詳
し
く
は
中

外
日
報

に
間
も

な
く
発
表
予
定

の
、
拙
論

「
五
台
山
仏

教
文
化
圏

の
存
在

と
そ
の
重
要
意
義
」
を
参
照
し

て
い
た
だ
け

る
も

の
な
ら
幸

い
で
あ

る
。

(
38
)

『金
剛
経
解
義
』

二
巻

(卍
続
蔵
影
印
本
三

八
、

六
六

一
～

九

〇
上
)
。
慧
能

の
死
後
、
『
金
剛
経
』
を
宣
揚
せ
ん
と
す
る
立
場

の
誰

か
が
慧
能

に
仮
託

さ
せ

て
撰
述
し
た
も

の
。
神
会

の
生
存
中

の
も

の

と
思
わ
れ
、
神
会

一
派

の
誰
か
が
撰
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
華
厳
教

学
的
発
想
が
強
く
存
し
、
撰
者
は
恐
ら
く
華
厳
教

学

に
精

通
し

て
い

た
も

の
と
思
わ
れ

る
。

(39
)

卍
続
蔵
影
印
本
三
八
、
六
六
四
下
、
六
六
七

上
、

六
六
九

上
、

六
七
四
上
、
六
七
九
下
。

な
お
、

『解
義
』

の
六
八
五
上

に
、

「如
来

者
即
無
相
法
身
是
也
」

と
あ
る
が
、
如
来

(
毘
盧
遮
那
仏
)
を

「
無

相

法
身

の
理
」

と
名

づ
け
た
の
は
五
台
山
系
華
厳

の
大
成
者
李
通
玄

で
あ
る
。

『解
義
』

の
撰
者

は
五
台
山
系
華
厳

思
想

の
影

響
を

強
く

受

け
た
人
物

で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
40
)

卍
続
蔵
影
印
本
三
八
、
六
七
四
上
、
六
八
〇
下
。

(
41
)

卍
続
蔵
影
印
本
三
八
、
六
六
五
上
。

(
42
)

卍
続
続
影
印
本
三
八
、
六
八
六
下
。

(43
)

『
金
剛
経

口
訣
』

一
巻

(
卍
続
蔵

影
印
本
九

二
、

一
六

三
上

～

四
下
)
。

こ
れ
も

『解

義
』
同
様
、

『金
剛
経
』
宣
揚
説

に
則

っ
て
慧

能

に
仮
託
さ
せ

て
偽
撰

し
た
も
の
。

『解
義
』

よ
り

は
遙
か

後
代

の

も

の
と
思
う
。

(44
)

卍
続
蔵

影
印
本
九

二
、

一
六

三
上
。

(45
)

『
慧
能

研
究
』

(駒
沢
大
学
禅
宗
史
研
究
会
、
大
修
館
、
昭
和
五

三
年

)
二
八
三
頁
。

(
46
)

そ

の
他
、
『
口
訣
』

に
は
、

「
惟
金
剛
経
為
発

大
乗
者

説
、

為

発
最
上
乗
者
説
」

と
あ

る
如
く
、
『
口
訣
』

の
撰
述

の
目
的

が

『
金

剛
経
』
を
宣
揚

せ
ん
と
す

る
こ
と

の
み
に
あ
る

こ
と

は
明
ら

か

で
、

『
口
訣
』

が
慧
能
自
身

の
言
葉

で
は
な

い
こ
と
は
言
う
ま

で
も

な
い
。

　 　 　
555453
)))

　 　 　 　 　 　
525150494847
))))))

前
註

(
7
)

大
正

四
八
、

前
註

(
48
)

前
註

(
48
)

前
註

(
48
)

前
註

(48
)

前
註

(48
)

前
註

(29
)

前
註

(
29
)

と

同

じ

。

三

三

九

中

。

に
同

じ

。

に
同

じ

。

に
同

じ

。

に
同

じ

。

に
同

じ

。

に
同

じ
。

の
同

じ
。
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(
56
)

前

註

(
48

)

に
同

じ

。

(
57
)

如

来

の
本

質

・
性

σq
o
9
9・

と

し

て

の
法

身

が
種

々

の
化

身

.

如
来
業
を
示
現

。・
9
窪

冨

く
㊤

す

る

こ
と
が
、

華

厳

の
も

と
も

と

の

「
性
起

㎎
0
9
器

掌・
含

冨

く
p
」

の
意
味

で
あ

る
と

い
う

(
高
崎

直
道

「華
厳
教
学
と
如
来
蔵
思
想
ー

イ
ン
ド
に
お
け
る
性
起
思
想

の
展
開
1
⊥

川
田

・
中
村
編

『
華
厳
思
想

』
所

収
)
。

法
身

の
す

ぐ
後

に
化
身

が
来

て
い
る
と

い
う

こ
と
自
体
、
性
起
思
想

の
ひ
と

つ

の
姿

を
示
す
も

の
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

　
62
)

　 　 　 　
61605958
))))

 

に

つ
い

て
追
求

す
る
部
分

が
あ

る
が
、

宣

の
著
作

で
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
視

さ
れ

て
い
る
。

こ
ろ

で
は
、

五
〇
年
代
頃

の
著

作

で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　 　
6968
))

　 　 　 　 　
6766656463
)))))

前
註

(
48
)

に
同
じ
。

大
正
四
八
、

三
三
九
下
。

大
正
四
八
、

三
四
〇
上
。

大
正
四
八
、

三
三
九
上
。

道
宣

の
著
作

の
中

で
は
、

『浄
心
誠
観
法
』

に
自

己

の
清
浄

性

こ
の
『
浄
心

誠
観

法
』

は
道

筆
者

の
見
る
と

こ
の

『浄
心
誠
観
法
』

は

『
還
源
観
』
と
同
じ
く
、
七

『
東
方
学
報
』
五
七
冊
所
収
、

一
九
八

五
年
。

大
正
四
五
、
八
〇
七
上
～

一
九
上
。

前
註

(6
)

に
同
じ
。

同
論
六
八
頁
。

大
正

四
五
、
八
五
六
中

～
下
。

大
正

四
〇
、
六
〇
四
中

。

『
剛
補
』

(大
正
四
〇
、
五
八
〇
中
～

六
〇

一
下
)

は

『天
台
菩

薩
戒
疏
』
と
も
言
わ
れ
る
。
撰
述
年
代
は

「大
暦
十
二
年

(七
七
七
)」

(大
正

四
〇
、
六
〇

二
上
)
と
さ
れ

て
い
る
。

(
70
)

前
註

(
66
)

に
同
じ
。

(
71
)

大
正

四
〇
、
五
八

四
中
。

(本
拙
論
は
、
平
成
元
年
十
二
月
三
日
に
韓
国

の
木
浦
市
で
開
催
さ

れ
た
第
九
回
、
国
際
仏
教
学
術
会
議
に
お
け
る
発
表
論
文
に
加
筆
し
、

訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
)


